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第１話　切れっ端の契約書












「本日、会社をクビになりました！」

　開口一番にアリカは宣言し、先に席についてワイングラスを傾けていた美佳の目を丸くさせた。

「え、クビ？」

「客先に悪い評判が流れると、会社の信用に関わるからだそうです」

　アリカが嘆息しながら席に着くと、長くまっすぐな黒髪のポニーテールが揺れた。

　都内の一等地、元青坂にあるこのワインバーは、大学を卒業して以降、結川ゆいかわアリカと鈴倉すずくら美佳みかの行きつけとなっている。

　雰囲気はいいが静かすぎず、カジュアルに入れるので客層は若い。アリカもジーパンにトレーナーというラフな格好だ。

　互いに社会人として多忙な日々を送りながらも、たまにこうして落ち合って、仕事や日常の近況報告の他、おもに愚痴の言い合いの場となっている。

「例の嫌がらせ、まだ続いてたの？　アリカのせいじゃないのに」

「ま、しょうがないと言えばしょうがないけど。しょせんは数合わせの契約社員だもん」

　アリカは富裕層向けの家事代行サービス会社に契約社員として入社したのだが、この一年ほど、クライアントの家にアリカへの誹謗中傷を書いた手紙が送りつけられたり、いたずら電話が入ったり、防犯カメラの死角をついて悪質なビラが撒かれたりと、かなり陰湿な嫌がらせが続いていたのだ。

　そのたびに別のクライアントの担当になるのだが、しばらくするとまた同じことが繰り返されるようになった。

　警察へ――という話もあった。

　はじめはストーカーにでも狙われているのではと、社内でも心配されていたのだが、アリカはストーカーの存在を肌に感じたことがない。自宅の周辺は平和なものだったし、手紙も電話も彼女に直接くることはない。

　だが、クライアントの情報やアリカの担当まで筒抜けで、本社での内勤になると、とうとう本社にいたずら電話にＦＡＸ、メールや手紙などの被害が広がった。

　やがて誰もが「内部犯では」と思うようになっていた。

　こうなると話が変わってくる。社内の空気が一挙に重たくなったのだ。

　女性だらけの会社で、小さな問題はたくさんあった。陰口などは当然、家族経営ゆえに、社長やその夫人に目を付けられると、たちまち針の筵という息苦しい立場に追いやられることもある。

　社内の誰もが疑心暗鬼になり、その空気の悪さがアリカの責任だと噂が広まりはじめたら、もう手遅れだった。

　不況の中、コツコツと業績を伸ばしてきた会社だ。しかも、富裕層相手の仕事だけに、信用が第一だ。

　ゆえに社長が警察沙汰を嫌い、アリカひとりを切って解決を図ることにしたというわけだ。

「なにそれ、ひどすぎ！　そんなの絶対、内部の人間の犯行じゃん！　しょうがないなんて他人事みたいに言ってる場合じゃないでしょ」

「だから、余計にオオゴトにしたくなかったんだろうね。一応、解雇予告手当は一ヶ月分もらったけど、一ヶ月以内に仕事みつからなかったら面倒かも。まだ実家には帰りたくないし」

　肩をすくめてから美佳と同じ赤ワインを注文して、アリカは何度目かのため息をついた。

「そういうわけでまた就活だけど、明日から本気出すから、今夜は忘れて飲もう！」

「なんでそんな冷静でいられるの？　相変わらずだねえ。でも、その嫌がらせ、自宅とかは大丈夫なの？　変なヤツに狙われてない？」

「自宅周辺やプライベートでは何も。でも、会社の人にも心当たりはないんだ」

　運ばれてきたワインで乾杯すると、アリカはヤケ気味にそれを呷った。

「人間、腹の底では何を考えてるかわからないから、気をつけたほうがいいよ。内部犯にせよストーカーにせよ、自宅も知られてると思うし」

「うん、ありがとう。それより美佳は仕事どう？　せっかく彼氏ができたのに相変わらず忙しい？」

　美佳の恋人のことに話を向けると、親友は幸せそうに笑った。

「最近、残業がアウトになったじゃん？　かといって業務量が減るわけじゃないから、持ち帰りだよ。会議もネットでさ、朝は始発で出勤、夜は在宅勤務。でも自宅は残業扱いにならないから無料奉仕だって。頭おかしいとしか……。開発事業なんて、うら若き乙女のやる仕事じゃないよ！　でも彼氏のほうも忙しいみたいで――あ、噂をすれば着信。ちょっとごめん」

　美佳がうれしそうに話しているのを眺め、アリカはチーズを口に放り込む。

「彼氏さん、なんて？」

　電話が終わると、美佳はすこし気まずそうな顔でスマホをテーブルに置いた。

「それがさ、奇跡的に仕事終わったんだって。それでね……」

「そっか、気にしないで行ってきてよ。どうせ私はしばらくヒマしてるから、時間できたらまた誘って」

「ほんっとごめん！　ここは私が奢るから！　今度、絶対埋め合わせするね」

　美佳は五千円札をアリカの手に押しつけて席を立つ。

「え、これ多いよ」

「いいっていいって、迷惑料にとっといて」

　美佳が勢いよく鞄を肩に掛けたときだった。中身が残ったままのグラスに鞄が当たって、倒れてしまったのだ。

「あ――」

　倒れたグラスから赤ワインが飛び散り、たまたまふたりの席の近くを通ったスーツの男性が、あわてて身を引いた。

　上着は脱いで左腕にひっかけていたので無事だが、白いワイシャツの右袖にくっきりと赤ワインの染み。

「ご、ごめんなさい！」

　美佳があわてておしぼりを手にして、染みに当てようとしたときだ。

「だめだよ、美佳！」

　アリカはあわてて彼女の手からおしぼりを取り上げ、男性を見上げた。自分たちよりいくらか年上だろうか。自然な茶髪の、若いサラリーマンだ。

（わ、イケメンさん）

　余計な感想も抱いたが、アリカはすぐに頭を下げた。

「申し訳ありません。すぐに染み抜きしますから、失礼します」

「ああ、大丈夫ですよこのくらい」

『茶髪のサラリーマン＝チャラ男＝怖い』というアリカの偏見とは裏腹に、男性は穏やかに言って彼女の提案を退けた。

　だが、真っ白なシャツにくっきり残る染みを見ていると、アリカのほうがむずむずしてしまう。一種の職業病みたいなものだ。

「ワインの染みは酸化して残りやすいので、早いうちに処理してしまわないと。すぐですから。道具もあるので」

　半ば強引に男性の腕を取って袖のボタンを外すと、自分の手を袖の中に突っ込んで下敷きにし、ティッシュで濡れた場所を軽く叩いた。そして片手で鞄からポーチを取り出すと、中から出したペンの、ペン先を押し当てる。

「これ、なんですか？　まさか修正ペンじゃないよね」

　アリカの作業を黙って見守っていた男性が興味深げに尋ねてくる。

「これ、染み抜き用のペンなんです。美佳、ごめん。このハンカチ、濡らしてきてくれる？」

　ペン先で薬剤を広げて擦ると、赤ワインの染みがどんどん薄くなっていく。

「仕上げに湿った布で叩いて――応急処置ですが、染み抜き完了です」

「え、すごいなあ」

　彼は腕を自分の目の前でかざし、ワインの染みが本当になくなっているのを見て感嘆した。

「きれいになってよかった。あ、美佳、もう大丈夫だから、早く行かないと」

「あ、うん。本当に申し訳ありませんでした。アリカ、ありがとね」

　アリカの素早い処置に美佳も目を丸くしていたが、男性とアリカに謝罪して頭を下げると、申し訳なさそうに店を出て行った。

「お友達、帰っちゃうの？」

「ええ。それより、シャツを濡らしてしまってすみませんでした」

　アリカは勢いよく頭を下げたが、彼は笑って手を振った。

「いいよ、きれいにしてもらえたし。でも、おしぼりで拭こうとしたのを止めたのはなぜ？」

「飲食店のおしぼりには塩素系の漂白剤が使われてますが、強力だから、白いシャツでも色合いが変わってしまうことがあります。あ、念のため家で酵素系の漂白剤でつけおき洗いしてください。店内が薄暗いから、見落としがあるかも」

　それを聞くと、彼は瞬きをして首を傾げた。

「へえ、そうなんだ。酵素系の漂白剤……って、どこで手に入るの？」

「ドラッグストアとかに置いてありますよ」

「漂白剤なんて買ったことがなくて。ねえ、もしこの後、誰とも約束がないのでしたら、ご一緒しませんか？　僕もひとりなので」

　そう言われて、アリカは改めて男性の顔を見上げた。

　ぱっと目に付く好青年で、最初に思った通りのイケメンだ。目鼻立ちがくっきりしていて、綺麗な二重瞼。なんだか肌もつやつやしている。茶髪だが浮ついた感じはなく、物腰が丁寧で穏やかで、どことなく上品だった。

　しかし、相手がイケメンだろうと何だろうと、ナンパしてくる男にはよからぬ企みがあるとしか思えない。自分のような地味な女に声をかけるなんて、面白半分に決まっているのだから。

　アリカがこっそり身構えたとき、ふたりの傍を通りかかった店のオーナーが男性に声をかけた。

「おや、鉄がナンパなんて珍しい」

　彼はこのワインバーのオーナー兼ソムリエで、口髭の似合う壮年の紳士だ。イタリアでソムリエの資格を取ってきたという本格的な人物で、業界では名の通った人物だ。何年も店に通っているアリカとも、顔見知りである。

「人聞きの悪い。ちょっと話をしたいと思って誘っただけだよ」

「それをナンパって言うんだよ、世間では。アリカちゃん、彼は僕の甥っ子でね、怪しい者ではないからそこは心配いらないけど、不快だったら断っていいから」

「不快だなんて……」

　笑いながらカウンターに戻ったオーナーに困惑の目を向けると、鉄と呼ばれた青年は上着から名刺ケースを取り出し、アリカに差し出した。

「僕は神城かみじょうといいます。伯父が名前を知ってるなんて、この店の常連なんだね」

「ご丁寧に。私、名刺がなくて。結川アリカと申します。常連というほど頻繁ではないですけど、さっきの子とたまに」

　ぺこりと頭を下げてからもらった名刺に目を落とし、瞠目する。

「ええと、西森システムズＣＯＯ、神城鉄さん……って、あのニシモリですか!?　これ作ってる？」

　テーブルに置いたままの自分のスマホを見せると、彼はにっこりと柔らかく穏やかな笑みを見せた。

　西森システムズは、国内外で展開している大手電気製品メーカー、ニシモリのグループ会社だ。スマホをはじめデジタル機器やソフトウェア開発など、さまざまな事業に裾野を広げている会社で、この近所に大きな自社ビルがある。名刺にも、ニシモリ関連企業の名前がずらりと並んでいた。

　そしてアリカのスマホは、大学時代から四年近く愛用している西森システムズ製作の端末なのだ。

「弊社製品をご愛用いただいてありがとうございます。でもそれ、ずいぶん懐かしい機種ですね」

「まだ充分使えてますし、デザインと色がかわいくて気に入ってるんです。でも、壊れたらどうしようっていつも心配で」

「とても大事に使ってくださっていますね。そのスマホの開発は僕も携わってたから、若い女の子に気に入ってもらえてうれしいなあ」

　思わず会話が弾んでしまい、うやむやのうちにアリカはカウンターの彼の隣に座って、新しいワインで乾杯していた。

「神城さん、名刺に書いてあるＣＯＯって肩書、どういう意味ですか？　ＣＥＯなら聞いたことがありますけど、もしかして社長みたいな偉い方？」

「ＣＯＯはチーフオペレーティングオフィサーの略だよ。社長ではなくて、最高執行責任者。現場監督ってところかな」

「……でも、偉い人ですよね？」

　思わず下から見上げたら、鉄はおかしそうに笑った。

「まあね」

「お若いのに。でも、ＣＥＯと何が違うんですか？」

「ＣＥＯは最高経営責任者。取締役会が決めた会社の経営方針に沿って、会社を導く人。僕はＣＥＯの指示に従って、現場をまとめて運用する人。社長は取締役を兼ねてるけど、ＣＥＯはそうじゃないから、厳密にいえばＣＥＯと社長とは別物なんだよ。日本では会社によって解釈がまちまちだけど」

「勉強になります」

　近ごろでは、ＣＥＯという謎の横文字があたりまえに横行しているが、意味は知らなかった。アリカは豆知識をひとつ手に入れ、納得して何度もうなずく。

「で、結川さんは何をしている人？」

「私は、無職になりました。さっき」

　苦笑いしてワイングラスをゆらゆらと手の中で回す。初対面の人に言うことでもないが、適当な言い訳も思いつかなかった。

「どういうこと？」

「会社をクビになったんです」

　こくんとワインを飲んで間を置き、アリカは解雇された理由を端的に説明する。すると鉄はたちまち渋面になった。

「それって、結川さんにはなんの非もないことだよね？　むしろ被害者の立場なのに。威力業務妨害に名誉棄損、内部犯ならなおさら毅然と対応しないと。社員を守ってこその会社だろうに。ちょっと、信じられないね……」

　クビになったアリカより鉄のほうが憤っているので、おかしくなってしまう。やはり会社で最高責任者という立場上、社員の扱いには慎重なのだろう。

　彼は勢いよくワインを呷り、トンとグラスをテーブルに置いた。

「戦う気があるなら、弁護士を紹介するよ」

「とんでもない！　社員っていっても契約社員だったし、賃金よくなかったから実績だけ作って転職しようと思ってたので。それに、ここ最近ずっと頭を悩ませていた問題が片付いたので、ほっとしたというか」

「社員を簡単に切り捨てる経営陣は、反吐が出るほど嫌いだ。僕も現場からの叩き上げだから、一社員の気持ちはよくわかる」

「そう言っていただけるだけで浮かばれます」

「浮かばれるって……おもしろいことを言う人だなあ。伯父さん、今日入ったって言ってたボトル、持ってきて」

　すこし呂律の怪しくなってきた口調で、鉄はワインのボトルを伯父に要求した。

「ソムリエと言えよ、鉄。ボトルはいいけど、強くないんだからほどほどにしろよ」

「結川さんへの景気づけだよ。これ、奢りだから」

　こうしてアリカは高そうなラベルを気にしながら、勧められたワインをちびちびと飲む。味わったことのないまろやかな味で、喉通りがひどくよかった。

　話しているうちにほどよく酔いも手伝い、気づけば意気投合して笑い合うくらいに打ち解けていた。

　鉄もほろ酔いで、口調もだいぶ砕けている。

「それじゃあさ、俺の家の専属ハウスキーパーになってよ。実は引っ越してきたばかりで片づける暇もないから、手伝ってほしいんだよね。独り暮らしだから、いつまでも片付きそうになくて。誰かがいればやる気になると思うんだ。この土日は五万でどう？　とりあえず俺は、人間の住む場所で生活したい！」

「そんなにお手当もらえるなら、ぜひ。でも、それなら引越し業者さんに全部お任せしちゃえばよかったのに」

「ねー、俺も後でそう思った！　新居だし、のんびり整理するのも楽しいかなって思ったけど、間違ってた。本の箱を開けたら、つい読み耽ってね。長編のシリーズものだったから止まらなくて、最近ずっと読書」

「あ、それはわかります。でも、お手伝いはいいけど、実技見なくていいんですか？」

　酒の席の話である。アリカは笑いながら安請け合いした。

「さっきの染み抜きの手際の良さを見れば、結川さんが優秀な社員だったってことはよくわかった。家事代行業って月給どれくらいなの？」

「あそこは笑えるくらい安かったです。契約社員だし会社の規模は小さいから、一日に二、三軒くらい回って、フルタイムで手取り二十いってないです」

「一軒につき二時間か三時間ほどなんだ？　厳しい世界だねえ」

「大きな会社で正社員なら、もっともらえると思います。近ごろは代行業者に頼むのも気軽になりましたし」

　この店の自家製ピクルスをかじりながら愚痴混じりに漏らすと、鉄が手を打った。

「わかった、じゃあ俺んちの家事、君に頼んだよ」

「本気ですか？」

「一日、基本三時間、勤務日数は好きなだけ、日給一万でどうだ！」

　そう宣言してグラスに残ったワインを一息に飲み干す。

「そんなに……!?」

　彼は生真面目な顔で鞄の中から手帳を取り出した。そして空白の頁を一枚破ると、何かを書きはじめる。

「結川さんの名前、どんな字？」

「結ぶ三本線の川に、アリカはカタカナです」

「へえ、アリカさんってカタカナなんだ。かわいいね」

　すこし酔いが回ったため息交じりの声に名前を呼ばれ、アリカは一瞬どきんとした。普段から身近に若い男性が少なかったし、ましてや下の名前を呼ばれたのは大学以来だ。

　鉄はペンケースから朱肉を取り出すと、その紙の切れ端に拇印を押してアリカに手渡した。

「これ、よかったら署名を」

「えっと……『神城鉄を甲とし、結川アリカを乙とし、両者の間に次のとおり契約する。甲の自宅の家事代行を乙は請け負い、一日三時間、週五日を限度とし、日給壱萬円。詳細は甲の酒が抜けたら改めて協議するものとする』って、何ですかこれ」

　手書きの適当な契約書を見てアリカは思わず吹き出した。だが、鉄はそれに署名し、拇印まで押している。

「神城さん、酔ってます？」

　書面に「酒が抜けたら」とあるので、酔っている自覚があるのだろう。

　酔っぱらいのやることはよくわからない。

　一瞬、迷ったアリカだったが、彼の身元は割れているし、そもそもこの切れ端にどんな効力が生じるのかあやしいものだ。それに、本当に仕事をくれるなら、それはありがたい話である。

　冗談と思いながら面白半分に署名すると、同じく拇印を押した。

「これでいいですか……って神城さん、お酒よわっ」

　契約書もどきを手に握りしめると、鉄は唐突にカウンターに突っ伏してしまったのだ。

「うう……最近、飲んでなかったから……もうちょっと、強かったはずなんだけど……」

　まだボトルの半分くらい残っているワインと、大企業最高執行責任者の後頭部を困惑して見比べる。消費したワインも、ほとんどアリカが飲んだ分だ。

　すると、オーナーが助け船を出してくれた。

「弱いくせに飲むから。家は近所だし、そこに放っておけば送っていくよ」

「――伯父さん、余計なこと言わなくていいから……。結川さん、本契約、するから――帰っちゃダメ。もう遅いし……」

　突っ伏したままで、鉄が彼女の手をぎゅっと握る。

「え、え、本契約って、さっきの本気だったんですか？」

「……冗談で、あんなこと、言わない」

　頭を振って席を立つと、鉄は鞄と上着を手にしてアリカの手を引いた。

「契約書、作る。現場も見てほしいし……一緒に来て」

「え、ええ!?　いえ、ちょ、ちょっと」

　これは噂に聞く、お持ち帰られの危機か!?　そんな危惧を抱いてオーナーに助けを求めると、彼は笑って手を振っている。

「ああ、大丈夫。そいつ酒弱いから、酔うと幼児より弱くなるし、いきなりお持ち帰りして女の子を襲うような奴じゃないから、心配いらないよ。アリカちゃん、送ってやってよ」

「でも……」

「じゃあこれ」

　彼はそっとコルク抜きをアリカに手渡した。

「万が一、襲って来るようなことがあったら、これで刺してやんな。僕が許可する」

「それは――」

　こうして鉄に手を引かれるまま――というか、鉄の手を引いて支えてやりながら店を出ると、彼は信号を渡って、正面に建つ十五階建てのマンションを指さした。

「あそこがおうち？」

　マンションの車寄せを眺めながら、間接照明を取り入れた上品なエントランスを抜けると、鉄は鍵をセンサーに翳した。当然、入り口はオートロックの自動ドアだ。

　一階に住居はなく、共用のラウンジになっている。コンシェルジュこそいないが、まるでホテルのような造りだ。

　エレベーターで最上階に上がると、そこはいきなり居住者専用のポーチになっていた。

「ここって、ワンフロアに一戸なんですか？」

「うん……。ごめん、鍵開けてくれる？」

　彼はひどく眠たそうで、半分瞼が閉じかけていた。

　家の鍵を受け取って恐る恐る開けると、自動で照明が点灯する。

　三畳ほどの人工大理石の玄関ホール横に、やはり同じくらいの広さの靴用クローゼットがあり、箱に入れたままの靴が無造作に積んであった。

「ひろ……っ」

　富裕層の家は見慣れているが、家族住まいで戸建てが多かったし、独居男性のマンションで仕事をしたことはない。

　それに、鉄は見たところ二十代後半から、せいぜい三十代前半。大企業の幹部とはいえ、人当たりのいいふつうのお兄さんが、玄関だけでアリカの家の一部屋を占めるような広大な家に住んでいることが、まず驚きだった。

　彼がふらつく足取りで玄関を上がると、アリカは慌てて靴を脱いでそれを追う。高級マンションに靴下で上がり込む後ろめたさはあるが、スリッパが見当たらないので仕方がない。

「わあ」

　ホールを抜けた広々としたリビングからは、夜の元青坂の夜景がカーテン越しでも輝いて見えた。まるでドラマのようだ。

　ただし、リビングにはソファセットや食卓、壁面に設置された巨大液晶テレビこそあれど、ダンボールが積みっぱなしだ。日用品を取り出したのであろう、開けたままの箱も床の上に放置されている。

　引っ越してきたばかりで片づけが必要というのは、本当のことらしい。

　アリカが感心している間に鉄は床に座り込んで、ソファに突っ伏していた。

「神城さん、お水飲みます？」

「冷蔵庫に……ペットが……」

「勝手に失礼しますね」

　リビングの奥のカウンターキッチンも広い。最新の大型冷蔵庫は、ニシモリ製品だ。

　だが冷蔵庫を開けて、アリカは目を丸くした。ミネラルウォーターのペットボトルばかりがずらりと並んでいて、食材は何一つないのだ。

　食器棚は空っぽで、食器が入っているらしいダンボールがいくつか床に置いてあり、流し台は一度も使われた形跡がなかった。

「いつ引っ越してきたんだろ」

　アリカがペットボトルを手渡すと、鉄はそれを一息に呷った。嚥下するときに喉仏が動く様子を間近に見て、なぜかそれに色気を感じて動揺してしまう。

「とりあえずベッドで寝ましょう。寝室はどこ？」

　ソファに伏せたまま、鉄が扉を指し示したので、アリカは彼の手をひっぱりあげて歩かせると、扉を開けた。

　そこは部屋ではなく渡り廊下だ。左右の壁に、扉がふたつずつ。

「何部屋あるの!?」

　左手の扉はおそらく手前が納戸ストレージで、奥が浴室だろう。職業柄、富裕層の家の構造は見当がつく。この規模の家だと、パウダールームもきっと完備されているはずだ。

　右側の手前の扉を開けると、息を呑むほど美しい夜景が広がる窓。つい見入ってしまいそうになるが、室内の荒れように我に返った。

　大きなベッドが設置してあるが、ベッドメイクはしておらず、起きたときのまま、掛布団が乱雑に撥ね退けてある。

　開けっ放しのウォークインクローゼットの中にも、ダンボールがたくさん積んであった。

　ベッドにたどりついた途端、鉄は「結川さん、帰っちゃだめ」とだけ念を押し、即すやすやと夢の中だ。

　掛布団は鉄が下敷きにして寝ているので、かけてやることはできなかったが、このマンションはアリカの安アパートと違って外気が入り込んでくることもなく暖かいし、風邪をひく心配はなさそうだ。

　高そうなスーツが皺になるのを遠い目でみつめたが、まさか脱がせるわけにもいかないので、モヤモヤを振り払って寝室を出た。

「さて、どうしよう」

　果たして鉄が目覚めたとき、おふざけの契約を記憶しているのだろうか。彼が全部忘れていたら、アリカはただの不法侵入者である。

　ここへ来たときは、ついてきたことを軽率だったかもと後悔しかけたが、リビングに戻って積みっぱなしのダンボールを見ると、むずむずと仕事の虫が疼き出す。

　アリカはスマホを取り出し、西森システムズの会社情報を検索した。ＣＯＯという肩書ならば、名前が掲載されているのではないだろうか。

「あった」

　確かに彼の顔写真とともに「西森システムズＣＯＯ」という肩書が輝き、経歴がずらりと記載されていた。偽者を疑っていたわけではないが、裏付けは必要だろう。

　日本の大学はもちろん、海外の大学も経歴に載っていて、アリカとは根本的に住む世界の違う人だと思える。

　そこにあった彼の生年月日からすると、アリカと六歳違いの三十才だ。

「若いのに、すごいんだ」

　グループ会社とはいえ、大企業の重役ともなれば年功序列が当然だろうに、よほどの実力者なのだろう。

　そのまま通話アプリを立ち上げると、ワインバーに電話し、オーナーに事情を説明した。

『甥が迷惑かけるね。そいつ、商談はきっちり応じる奴だから、朝になってもちゃんと覚えてるよ。さっきの紙切れもちゃんと手に握ったままだろう？　迷惑料を言い値でふっかけてやるといいよ。それにアリカちゃんち遠いし、今からじゃ夜道のほうが危険だよ。何かあれば僕が証人になるから』

「……わかりました。では、よろしくお願いします」

　アリカはきょろきょろと室内を見回すと、トレーナーの袖を捲った。
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「……さん。……結……さん……」

　耳元で、ひどくやわらかな低い声が呼んでいる。アリカはうっすら目を開けると、昨晩のことを突然思い出して飛び起きた。

　ざっくりとした白いニットに黒いスキニー姿の鉄が、目の前に立っていたのだ。シャワーを浴びたのか、昨晩はサラリーマンらしく撫でつけていた髪は洗いざらしで、こうして日の光の中にいると、地毛が明るいのかなと思わせる淡い色合いだった。

　目がくっきりした二重なので、まっすぐみつめられると目力が強くて、アリカは思わず睫毛を伏せた。

「おはよう、結川さん。昨夜はごめんね」

「あ……おはよう、ございます。すみません、勝手にソファ借りてました」

　どうやら彼が布団をかけてくれたらしい。アリカは礼を言って慌ててソファから降りたが、鉄はそんな彼女に向かって深々と頭を下げた。

「いや、女の子をソファに寝かせておくなんて、本当に申し訳ない」

「全然！　自宅のベッドよりよほど寝心地よかったので」

　ひとまず、彼がちゃんと昨晩のことを覚えていることに安堵した。

　壁に立てかけてある時計は、午前九時を指している。時計は昨晩、ダンボールの中から発掘しておいたのだ。

　改めてリビングを見回すと、東と南の壁面がガラス張りになって、燦々と陽光が射し込んでいてまぶしい。さぞ磨き甲斐があるだろう。

　二十畳以上はあるフローリングのリビングは天井も高くて開放的で、ここだけでアリカのアパートより広い。そして、なによりも。

「あのダンボールの山、片づけてくれてありがとう！」

　朝日よりもまぶしい笑顔で鉄は彼女の両手を取ると、力強く握りしめた。

　昨晩、彼が寝てしまってから、全てのダンボールを開けて室内を片づけたのだ。

　幸いなことに洗剤やせっけんなどもまとめられていたし、アリカも退職した会社から私物の掃除道具を引き上げてきたので、清掃道具は一式揃っていた。それで各所を拭き掃除して、食器は洗って棚に並べ、使用後の流しも新品同様に美しく整えた。

　たくさんあった革靴も磨き、靴用クローゼットに店の展示品のように並べ、パウダールームも掃除してタオルをリネン庫にしまった。

　キッチンの奥から、秘密の部屋のようにつながっていたサービスルームには、壁一面の書棚が設置されていたので、ダンボールに入っていたとおり、レーベルごと、作家を五十音順に収納した。ついでに、ミステリー好きという彼の趣味もチェック済みだ。

　家の間取りは単純に言えば２ＬＤＫだが、収納も多く、すべてひっくるめたら百平米は超えるだろう。家族四人で暮らしてもなお余裕のある広さだ。

「朝起きたら、モデルルームに引っ越してきたかと思った。すごくびっくりしてるんだ。これ、何時間かかったの？」

「やり出すと止まらなくて。寝たのは四時くらいだったので、五、六時間くらい？　本当は神城さんのご希望を聞くべきだとは思ったのですが、とりあえずダンボールを片づけたかったので、利便性重視で勝手に収納しました。問題があれば直すのでおっしゃってください。寝室だけは手をつけてませんけど……」

　家の主が寝入っている部屋でバタバタ作業はできず、そこだけは放置してある。

「いいよ、直さなくて。俺、家事全般ほとんどやってなくて、以前のマンションもそりゃまあすごいことになってたから、実はちょっと途方に暮れてたんだ。ひとりなのに、こんな広い家でどうしようって」

「ご自分で選んだ物件じゃないんですか？」

「会社の秘書が、おまえだらしなくて目が行き届かないから、会社の近所に住めって、勝手にみつけてきたんだ。会社の目と鼻の先なんて、会社と自宅の往復で一日が終わるから嫌だったのに……」

　勝手にみつけてきたといっても、都内の一等地でこれだけの広さ、分譲なら中古でも億は下るまい。賃貸だったとしても、月額の家賃は数百万になるだろう。

　アリカとは縁のない世界だ。

「秘書さんがそこまで指定してくるんですか？　もしかして、神城さんの……彼女さんだったり？」

「違う違う、秘書といったら綺麗なお姉さんを想像しちゃうと思うけど、俺の秘書は男だから。ガミガミと口うるさくて、おまえは母親かよっていつもツッコんでる」

　アリカがくすくす笑うと、鉄もうれしそうに顔をほころばせた。とても企業の重役とは思えないほどラフな青年だ。

「ところで結川さん、お腹すいてるだろ？　カフェにごはん食べにいこう。契約の話もしたいし」

「昨日のお話、本気なんですか？」

「もちろん。それに、こんな手並みを見せつけられちゃったら、みすみす逃す手はないでしょ」

　鉄は手にした昨日の切れっ端の契約書を見せ、それとは別に、テーブルの上に置いてあったクリアファイルを手に取って笑う。

「さっき、契約書のひな型を作ったんだ。朝食がてら、結川さんの希望を聞かせてよ。酒が抜けたら協議するって言ったろ？　俺はプロフェッショナルには敬意を払うよ。あなたの手際の良さ、本当に感動してるんだ」
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　カフェというからチェーン店を想像していたアリカだが、彼が連れて行ってくれたのはレトロな雰囲気の喫茶店で、珈琲一杯で千円を超えてしまうような、普段のアリカなら絶対に入らないお店だ。

　鉄が頼んだ厚切りのピザトーストとソーセージ、卵にサラダ、コーヒーのセットをアリカも注文し、待ち時間に彼が作成したという契約書を広げた。

　あまり男性の顔を注視したことはないが、朝日の射し込む店内で、行儀よく背筋を伸ばして書類を広げている彼の姿は、カジュアルな服装なのに仕事中の男性の色気らしきものが滲んでいて、目のやり場に困る。

「勤務時間なんかは、結川さんの好きなときに。平日は俺もいないから、鍵を預けておくよ」

　マンションのスペアキーを渡され、アリカは目を瞬かせた。

「ほ、本当にいいんですか？　それに鍵まで。そんな簡単に私を信用して大丈夫ですか？」

「何かよからぬ下心でも？」

　にやにやと笑いかけられ、アリカはあわてて否定した。

「そんなことはないですけど、でも心配じゃないですか？」

「仕事の契約だからね。それに、結川さんは悪いことはできないタイプだよ。俺は、人を見る目には自信があるから。むしろ、あなたこそ俺を信用して大丈夫？」

「……昨晩、西森システムズの会社情報を見ました。神城さんの顔写真も掲載されていたし、おっしゃっていたことは嘘ではなかったです。それに、オーナーさんが神城さんのことをずいぶん信用していたので、大丈夫だろうと。あなたは社会的に地位のある方だし、とっても頭のいい方だと思うので、その地位を危機に晒すことはないと結論づけました」

　運ばれてきたコーヒーにミルクを垂らしながら、鉄はうんうんと頷いた。

「では問題ないね？　結川さんはやりだしたら止まらないタイプらしいので、時間はちゃんと区切ること。時間が決まっていないとかえって非効率だからね。休憩も必ず入れること。俺からの希望はそれくらいかな。日給一万で大丈夫？　週にどのくらい来られる？」

「ええと……このお仕事って、いつまでですか？　神城さんのお宅で働かせていただけるのはうれしいのですが、やっぱり個人だと将来不安なので、いずれ就職活動もしたいと思ってます」

「それはそうだね。俺としてはべつに一生専属でやってくれてもいいけど。都合が悪くなったら、そのときに言ってくれればいいよ。もし就職したら、その会社に指名で依頼するから」

　しれっとすごいことを言われた気がするが、こうして労働契約は平日の週三回から五回程度の一日三時間勤務で、出勤時間は自由となった。その他の基本契約を取り決め、それ以上の仕事を求めるときは追加料金となる。

　ただし、月に一度は顔を合わせての総括をするため、プレミアムフライデーは十五時過ぎに鉄が帰宅するのに合わせ、十六時までの勤務などなど、かなり細々とした決め事を作った。

「プレミアムフライデーって、まだやってたんですか？　別世界の出来事かと」

「一応、うちの会社では取り入れてるけど、繁忙期はそんなこと言ってられないのが実情で、社内でも曖昧。無理なときは前もって連絡するよ」

　鉄はそう言って苦笑してみせた。

　出退勤の報告やお互いの要望などはＳＮＳで、なおかつ退勤時は、その日いちばん力を入れた場所の画像を添付して送るという。

「契約書は今の協議をまとめて、明日までに渡すよ」

「なんだか、面白いですねこういうの。では神城さん、どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ。ところで、結川さんのこの土日は五万で買ったわけだけど、これから買い物に付き合ってくれないかな。もちろん、昨晩の夜勤代は別途支払うよ」

「買い物は構いませんが、昨晩の分はいいです。私が勝手にやったわけだし」

「そうはいかない。契約外の金曜日にあなたのプライベートを拘束したわけだし、深夜は時間外だ」

　見事なホワイト企業ぶりである。こんな上司ならば、西森システムズもホワイトカラーなのだろう。

「ダラダラ続ける残業はかえって非効率だからね。弊社では定時退勤を推奨してるよ。技術屋さんたちは夜のほうが効率上がる人いるから、フレックスも導入してる。俺もね、残業続きで自分の時間がなくなるのがいやだから、取締役会を説き伏せてなんとかホワイト企業にしようと奮闘してるんだけど、まだまだ発展途上だな」

「友人に教えたら、うらやましがると思います。昨日、一緒にいた子なんですけど、開発系の仕事で、毎日始発に夜は在宅だそうです。残業代も出ないのに、って」

「一昔前のうちも似たようなものだったよ」

「どこも大変なのは一緒ですね。ところで、買い物って、何を買うんですか？」

「家具とかインテリアとか。見ての通り、うち何もないでしょう？　あと、掃除道具も、たぶん足りないものだらけだろうから、先に必要なものを買っておこうと思うんだ。何があれば便利か教えてくれるかな」

「あ、それは助かります。酵素系漂白剤は、神城さんのおうちになかったので……」

















第２話　それは甘いお熱












　アリカが西森システムズ最高執行責任者ＣＯＯの自宅で働きはじめて、一週間が経った。

　先週末は思わぬ大金をもらってしまい、掃除や荷物整理の手伝いだけでは気が引けたので、日曜の夜にサービスで料理を振る舞った。すると、アリカの手料理にいたく感激した鉄は、「週に一度は料理も作って冷蔵庫に」という契約を追加したのだった。

　ところで、先週の土日にあらかたの荷物は片付け終えてしまったし、平日は家主がほとんど不在のため、使用の形跡があるのは浴室とトイレ、パウダールーム、リビングの食卓と寝室のみ。

　広いので一通りの掃除に時間はかかるが、大人の独り暮らしだと週に五日も通う必要がなさそうだ。

「もうちょっと慣れたら、かけもちバイトができるな」

　家事代行業はアルバイトならば時間に融通がきくので、将来的に正社員として就職できそうな会社に面接にいってみよう、そんなことを考えていた矢先のことだ。

　さっそくこの金曜日がプレミアムフライデーだったので、十五時半に鉄の帰宅を迎えると、彼と談笑しながら窓拭きを終わらせた。

「プレ金は晩御飯を作るお約束でしたもんね。神城さんが味噌汁がいいとおっしゃるので、準備してきたんですよ。ナス、お好きですか？」

「大好きですね」

　台所に立って料理をしていると、カウンター越しにその様子を覗き込んだ鉄が、にやにやと頬を緩める。

「いやあ、うれしいな。彼女にご飯作ってもらってるみたいで。一緒に食べてってくれるでしょう？」

「ご迷惑でなければいただきます。神城さんは、彼女いないんですか？」

「いませんねえ。って、こういう発言はセクハラって言われるんだよね。近ごろは社内監査がうるさくてね、気をつけます。結川さんも、不満があったらいつでも言ってくれていいからね」

「そのくらいでセクハラなんて言いませんよ。あ、神城さん、スマホ鳴ってますよ」

「ああ、誰だろ。――もしもし」

　鉄が電話に出ると、アリカは内容を聞かないように手元に集中したのだが、すぐに「あんた誰だ？　なんでそんなことを言う？　どうしてこの番号を知った」と、強い口調で言うのが聞こえ、思わず顔を上げた。

　やがて鉄は腑に落ちない顔をしてスマホをカウンターに置く。

「間違い電話ですか？」

「いや、うん、まあ……」

　彼は歯切れ悪く生返事をしてから、帰宅時に郵便受けから持ってきた手紙を思い出したように手に取ると、封を開けた。

　たちまち彼の整った顔が渋面になる。

「……結川さん、ここで働くこと、誰かに教えた？」

「え？　いいえ、クライアントの情報を漏らすようなことはしません。信用問題ですから」

「普段、誰かに後をつけられたりとか、気配を感じたことは？」

「ありませんけど……」

　アリカは鉄の広げた手紙に目を向けた。そこには、『結川アリカは淫乱女』とマジックで殴り書きされていたのだ。これまでにも見覚えのある、誹謗中傷の手紙。

「うそ……今の電話も？　なんで？」

「ボイスチェンジャーみたいな音声で、ずいぶん手が込んでる。本当にストーカーに狙われてるんじゃないか？　家に誰か侵入したような形跡は？　契約書を見られたのかも」

「全然！　怖いこと言わないでください。でも、会社をやめればもうなくなると思ってたのに……。これじゃ、神城さんにもご迷惑が……」

　本当に嫌がらせする相手に心当たりがない。会社をやめる羽目になったのは腹立たしくはあっても、これですべてが終わると思って安心していたのに。

　鉄にまでいたずら電話が入るなんて思いもよらず、下唇を噛んだ。

「とりあえず、今日は送っていくよ。自宅に防犯カメラは？」

「ないです。昔ながらの古いアパートなので」

「若い女の子の独り暮らしで、セキュリティがザルすぎるな。引っ越しなさい」

「でも、自宅周辺では何もなかったから」

　そう簡単に引越しができるなら苦労はしない。それに、これまでにプライベートの時間や生活圏内を脅かされたことはなかった。

「今までは、ね。でも、明らかにおかしいだろう。なんならうちにおいで。住み込みでもいいから」

　きょとんと目を丸くしたが、アリカはあわてて笑ってごまかした。この家で鉄と一緒に住むと考えた途端、よからぬ妄想が頭の隅をよぎったのだ。

　でも、これでは就職したとしても同じことになりかねない。

「警察に相談したら、なんとかなるでしょうか……」

「前の会社に送りつけられた手紙なんかは処分しちゃった？　結川さんの手元にはないのか。前の会社も、そんな状態じゃ協力してくれそうにないな。警察に行くにしても、今あるのはこの手紙一枚で、電話が一度きり。電話番号から調べても、堂々と番号を通知してくるところを見ると、うまくたどり着けるかどうか。証拠を集めるしかないか……」

　その証拠集めをしている間、負担はアリカではなく鉄にいってしまう。

「やっぱり、ここでのお仕事、やめたほうが……」

「だめだ。それじゃ何の解決にもならない」

　鉄はいたずら電話のあったスマホをじっと睨みつけると、不安そうな顔をしたアリカににこっと笑った。

「俺のところにくる嫌がらせは気にしなくていいから、しばらくは明るいうちに帰宅すること。家の施錠もしっかりね。もし何かあったらすぐ電話して」

「でも、ご迷惑が……」

「いいからいいから。せっかくこんなに優秀な人を雇ったのに、下らない横やりで手放すなんて惜しいことできないよ。雇用主として、あなたを守る義務がある」

「あ、ありがとうございます……」

　やさしくも力強い言葉に頬が赤らんでしまい、顔を隠すようにそっとうつむいた。

　前の会社でもそう言ってもらえたら、どれだけうれしかっただろう。

　その後は、嫌がらせのことは話題にはならず、約束通り仕事に関するミーティング兼すこし早い夕食となった。

「この一週間、結川さんの仕事を見せてもらったけど、俺からはどの項目も最高評価。きれいな家で過ごすのがこんなに快適だとは」

「よかったです。といっても、まだ引っ越してきたばかりで、最初からきれいでしたし。神城さんもあまり家にはいらっしゃらないようなので、日給でいただくのがちょっと申し訳ない気がして……」

「とんでもない。水滴ひとつ残っていないきれいな風呂場は気持ちいいし、積みあがっていた洗濯物が、帰ってきたらきれいに畳んで収納されてるんだよ。ベッドもホテルみたいにきっちり整えてあって、シーツも枕も清潔だし！　ところで、俺の枕、オヤジ臭くない？」

「ぷ、神城さん、ちっともおじさんじゃないですよ！」

「ならいいんだけど。結川さんにオッサンくせぇなんて思われてたら、泣くよ俺」

　その後、重苦しい空気は一切なく、後片付けを終えた二十時には彼の真っ黒な大型車で自宅まで送ってもらった。

　アリカの自宅は都内とはいえ、だいぶ西寄りの市部だ。徒歩と電車で一時間以上かかる道のりも、車だとせいぜい三、四十分と近く感じる。

　しかし、都心の高級マンションに住む大企業の重役に見られるには、あまりに粗末な築二十年の三階建てアパートである。家の前につけてもらうのが躊躇われて仕方ない。

　自宅は最寄り駅から徒歩で十五分はかかる住宅街で、外灯がぽつぽつとあるだけなので、車から降りた鉄は顔をしかめて周囲を見回した。

「閑静なのはいいけど、この辺り、夜道は怖いな。家は二階？　遅くなったときは俺に電話して。いつでも送るから」

「ありがとうございます。でも、今は神城さんのおうちでしか仕事してないので、遅くなることはあまりないし、大丈夫です」

「ならいいけど、くれぐれも気をつけて」

　当然のように、鉄が玄関の鍵を閉めるまで見守ってくれたのだが、扉を閉ざして彼の顔が見えなくなった途端、今まで気にしたこともなかった不安の中に取り残された気がして、しばらく玄関から離れることができなかった。
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　週が明け、月曜日。

「おはようございます！」

　アリカの職場は訪ねて行ってもまず無人だが、勤務する以上、挨拶は必要――というわけで、無人と知りつつも玄関先で挨拶をして上がる。

　先日、鉄と買い物に行った際にスリッパも購入してもらったのだが、鉄と色違いのおそろいというのが、なんともこそばゆい。

　だが、いつもは玄関に脱ぎっぱなしになっている鉄のスリッパがなく、代わりに外履きの革靴が脱いだまま置いてあった。

「あれ？　神城さん、いらっしゃるんですか？」

　鉄の靴をクローゼットにしまい、リビングに入ったがそこは無人だった。

「ちがう靴で行ったのかな……？」

　アリカは荷物を置いてエプロンを着けると、リビングの窓を開けて空気を入れ替える。秋晴れの心地いい風に混じって、時折冷たい空気が吹き込んでくる。確実に季節が冬に向かって進んでいるのを感じた。

　あれから、まだ嫌がらせは続いているのだろうか。もしあったとしても、鉄は何も言わないだろう。何もなければいいが、もし彼が防波堤になってくれているのだとしたら、やはり申し訳なく思う。

　でも、自分に直接の被害が何もないので、解決する手段も講じることができない。

「はぁ……ほんと、何なんだろ……」

　ため息をつきながら、換気をするために窓を開けて回ったのだが、寝室に入って足が止まった。ベッドの中に眠っている鉄の姿があったのだ。

「え、え？　神城さん、今日はお休みですか……？」

　眠っている相手につい尋ねてしまったが、いつもと予定が変わるときは前もって連絡することになっている。

　だが、薄く目を開けた鉄は、ひどく熱っぽい顔をしていた。

「あ、結川さん。ごめ、連絡してなかった……」

　枕元のスマホを手にして時間を確認すると、彼はゆっくり起き上がった。

「熱があるんですか？　いいから寝ててください。いつからですか？」

「……昨晩から。悪いんだけど、解熱剤買ってきてもらえる……？」

「わかりました。ついでに欲しい物があれば。食事はしてます？」

「いや、昨晩から何も……」

　アリカはぼうっとしている鉄の額に手を当てた。はっきりと「熱があるな」と伝わってくる体温だ。

「そういえば、この家で救急箱は見てないですね。解熱剤と冷却ジェルを買ってくるから、寝ていてください」

　彼の肩を押してベッドに横たわらせたのだが、思った以上に肩ががっしりしていたことに軽い驚きを覚えた。だが……。

「結川さんの手、冷たくて気持ちいい……」

　鉄の熱い手がアリカの手をぎゅっと握り、それを自分の頬に押し当ててため息をついた。

　いつも髭を剃ってこざっぱりしているのに、今日は手入れなどしておらず、伸びかけの髭がチクチクする。

　瞬間、アリカ自身が氷のように固まってしまった。だが手に彼の熱を感じると、それが移ったようにたちまち頬がかあっと熱くなる。

「あ、えっと……タオル濡らしてきます！」

　そっと彼の手から自分の手を引っこ抜くと、アリカはパウダールームに走った。

　高級ホテルのように広いパウダールームには大きな鏡があるのだが、そこに映る自分こそ、熱があるように真っ赤だ。

「……心臓に悪い」

　赤くなった自分の顔を冷やすように、濡れた手を頬に押し当てる。

　自分でも挙動不審を自覚しているが、会う予定がなかった雇い主の顔を見て、かなり動揺しているようだ。

（どうしちゃったんだろ……）

　赤い頬を冷まして部屋に戻ると、うつらうつらしている彼の額に濡れタオルを置いた。

　意外と睫毛が長くて、鼻が高い。さっきも手に感触があったが、うっすらと髭が生えていて、生々しい男性の生態を垣間見た気がした。

　間近で鉄の端整な寝顔を見ていると、せっかく冷やしたはずの頬がまた火照ってくる。

「か、買い物にいってきますね」

　逃げるように鉄の家を出て、買い物から帰ってきたのは昼前だ。

　鉄は眠ったままだったので、一通りの掃除をすませてキッチンに立った。昨晩は浴室も使わなかったらしく、片づけるところはほとんどない。ニシモリ製のお掃除ロボットがせっせと床掃除をしてくれているので、なおさらだ。

　だが、鍋に火をかけたとき、スウェット姿の鉄が寝ぐせのついたままの頭でリビングにやってきた。その姿を見て、また緊張して目を泳がせる。

「ああ、結川さん。まだいてくれたんだ」

「勝手にキッチン借りてます。薬は買ってきたんですけど、今、昼食を作ってるので、飲むのは待っててくださいね。最近、急に寒くなってきたし、そろそろ厚手のお布団を出したほうがいいかもしれないですよ」

「そうだね」

　鉄はふらふらしながらも、カウンター越しにキッチンを覗き込んだ。

「すごく、いい匂いがしてる……何を作ってくれてるの？」

「卵雑炊です。食欲はありそうですね。でも、まだ熱っぽい顔してますよ。いいから寝ててください。できたら持っていきますから」

　だが鉄はにこにこと、熱のある顔で満面の笑みである。

「寝込んでるときに食事の用意をしてもらえるなんて、何年ぶりかな」

「実家出ると、なかなかそんな機会ないですよね。あ、冷却ジェル、冷やしておいたんです」

　冷蔵庫から冷却ジェルを取り出すと、フィルムを剥がして鉄の前に立った。しかし、こうして前に立つと鉄はかなりの長身で、見上げんばかりだ。

「おでこに貼っちゃいますから、座ってもらえます？」

「申し訳ない、っと」

　カウンターのスツールに鉄が腰を下ろそうとしたときだ、熱のせいか鉄の身体がぐらりとふらつき、倒れそうになった。

　反射的にアリカは彼の身体を抱き留めるが、細身に見えても身体つきのしっかりした鉄は重たくて、もろとも倒れ込みそうになってしまった。

　アリカが倒れてしまわないよう、彼の大きな手が腰に回って支えてくれる。

「あ――」

　鉄が辛うじてカウンターに手をついたので転倒は免れたが、ぎゅうっと抱きしめられる格好になって、頭の中が真っ白だ。
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　その拍子に、何かが床に落ちたような硬い音がしたが、まったく意識に入ってこなかった。

「ごめん、大丈夫？」

「は、はい……！」

　鉄が熱のある手でアリカの肩をつかんで、身体を引き剥がした。一瞬、キスされるのではと思考も身体も硬直してしまったが、心臓だけはせわしなく働き、体内を乱打する鼓動に揺さぶられ、頭もくらくらした。

　しかし、鉄はアリカの顔ではなく、床に視線を落として「マズイ」という顔をした。

　つられて床を見ると、スリッパを履いた鉄の足が、カウンターから落ちたアリカのスマホを踏み潰していたのだ。

「あ……」

　おそるおそる足をどけると、画面に無残な亀裂の走った端末が現れた。それを拾い上げて画面に触れるが、亀裂の入ったスマホはまったく正常に動作しない。

「ああ！　ごめん、ほんとごめん……！　せっかく大事に使っててくれたのに」

　アリカは突然、夢の中から追い出されたようにきょとんとしていたが、ひとりで妙な妄想をしていたことがバレやしないかと慌て、さらに鉄から一歩離れて畳みかけた。

「い、いいですよ。もう寿命だったと思いますし、そろそろ買い替えようかなって思ってたところだから。それより神城さん、まだ熱ありますよ！　こんなところで油売ってないで、ベッドに戻ってください。ごはんできたら持っていきますから」

「本当に申し訳ない。本体は弁償するから」

「いいですよ、気にしなくて」

「そういうわけにはいかない。俺の気持ちの問題だから、絶対に弁償させてください」

　スツールに腰を下ろした鉄が、熱の入り混じったため息をつきながら言い張るので、どうやら折れるしかなさそうだ。

「わかりました。じゃあお願いしますから、寝てください」

　アリカは彼の前髪をかきあげて、額にぺたりと冷却ジェルを貼りつけた。近距離でおでこを見下ろすというシチュエーションが、いっそうアリカのどぎまぎに拍車をかけるが、平常心を装い、なんとか彼を宥めすかして寝室に戻らせた。

「あの人は雇用主だから、雇用主、雇用主……」

　まじないのように唱えながら、味を調えた雑炊に卵と香りづけのごま油を垂らしたが、さっきの一件でなぜか意識がふわふわしてしまって、自分が何をしているのかよくわからなくなった。

（抱きついちゃった……）

　鉄は思ったよりもたくましい身体つきをしていて、胸は広かった。発熱しているせいもあるが、とてもあたたかくて、いい匂いがした。

　ため息で羞恥心を振り払い、出来上がった雑炊をお盆に乗せて鉄の寝室へ行くと、彼はうとうとしていたが、すぐに目を開ける。

「お待たせしました、卵雑炊できましたよ。風邪に効くようにネギもたっぷり入れておきましたから」

「ありがとう。お腹すいた……結川さん、食べさせて……」

「えっ……」

　果たして冗談なのか、本気なのか。

　アリカが真剣に悩んだ瞬間、唐突に鋭い声が言った。

「セクハラに、パワハラだな」

　鉄のものとは明らかに異なる硬質な声が背後から聞こえ、アリカは飛び上がった。

　振り返ると、スーツ姿で眼鏡の男性が戸口に立ち、冷たい目でベッドの上の鉄を睨んでいたのだ。

「なんだ倖月こうづき、そっちこそ不法侵入とプライバシーの侵害だろ。邪魔者は消えろ」

「自分で鍵を渡しておいて、不法侵入も何もあったものではないだろう。あなたが結川アリカさんですか？　はじめまして。私は神城の秘書で、倖月大介と申します」

　冷徹そうな眼鏡の青年だったが、アリカには物腰柔らかく挨拶し、名刺を手渡す。

「あ、神城さんの秘書さん。はじめまして、結川アリカと申します。名刺がないので失礼いたします」

「弊社の神城がご迷惑をおかけしていますね」

「とんでもないです！　私こそ神城さんにはとてもお世話になっております。あの、別にセクハラとかそういうの、大丈夫ですから」

「あなたがそう思わなくても、他の女性は違うかもしれない。受け手の解釈に一任するのはとても危険なことです。常日頃、弊社では相手がどんな立場であろうと、誤解されるような言動を戒めるためコンプライアンス研修を徹底しているはずなのですが、どうも神城は、最高執行責任者という立場を理解しているとは言い難い……」

　嘆かわしいとばかりに彼は頭を振る。

「おいおい倖月、彼女はウチの社員じゃない」

「社外ならモラルなど関係ないとでも言うつもりか？　社外でこそ、西森システムズの最高執行責任者という立場をわきまえ、規範を示すべきだろう。社の重役がプライベートで訴えられたなんてことになってみろ、恥さらしだけでは済まないのだからな」

「わかってるよ」

　どうやら舌戦は鉄の完敗らしい。

「だが、ここで言い争いをしているうちに、せっかく彼女が作ってくださった料理が無駄になる。そんなにあーんしてほしいなら、俺がしてやろう」

　倖月がスーツの上着を脱いでベッドに腰を下ろし、お盆を手にすると、鉄はとうとう降参した。

「ごめんなさい、すみません、自分で食べます……」

　呆気にとられてこの様子を見守っていたアリカだが、とうとう堪えきれずに笑い出した。

「おふたり、とっても仲がいいんですね」

「えぇ？　こんなガミガミ男と仲良しにしないで……」

「それはこちらの台詞だ。結川さん、この男の調子のよさに騙されないように」
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　秘書の倖月は、体調不良で欠勤した上司の様子窺いに寄ったそうだ。会社は目と鼻の先である。

　鉄の自宅に薬がないのも見越して、用意してきたらしい。

「やさしいんですね、上司のお見舞いだなんて」

「責任者に風邪で何日も休まれては困りますし、業務上必要だと思ったから来ただけですよ」

　アリカが感心すると、倖月は肩をすくめて新品のコーヒーカップに口をつけた。

　結局、リビングに移動して鉄は自力で雑炊を食べることになったので、倖月にはコーヒーを出した。

　先日、来客用に買ったばかりのコーヒーカップセットを活用する機会にさっそく恵まれ、すこしうきうきする。自分の物ではないが、鉄がアリカに選ばせてくれた物なのだ。

「神城のことだ、どうせ常備薬も用意していないでしょうから。それに、病院に行くという殊勝なことを考える奴でもない」

「倖月、ここぞとばかりに結川さんに俺の悪口を吹き込むのはやめてくれないかな。ていうか、なにこれ、おいしっ！　結川さんすごいよ、プロでしょ」

「え、ええ……ありがとうございます。あくまで家事のレベルですけど」

「いや、充分すぎるほどおいしいよ。どうだ、うらやましいだろ倖月」

　鉄が自慢すると、倖月は無表情にブリザードをまとった冷ややかな目で、上司の顔を一瞥した。

「金を払ってサービスを提供してもらっているだけでしょう」

　本当に鉄が上司なのだろうかと心配になるが、おそらく倖月のほうが年上なのだ。それに、よく知っている間柄のようにも見えた。

「ちっ、これだから既婚者は……」

　ぶつくさと秘書に文句を言いながらも、雑炊は残さず平らげた。

「ごちそうさまでした。俺の人生で一番おいしい雑炊だったよ。お腹いっぱいになったら、すこし落ち着いた」

「お粗末さまでした。でもまだ熱っぽい顔をしてますから、薬はちゃんと飲んでくださいね」

　アリカの勧めに応じて素直に薬を飲む鉄を見ると、倖月は立ち上がった。

「どうやら、私の出る幕はなさそうですね。結川さん、ご面倒をおかけしますが、仕事の範囲内で、無理せずよろしくお願いします」

「はい、こちらこそ。倖月さんは、もうお帰りですか？」

「まだ仕事中ですので。ではＣＯＯ、明日の会議には出席できるよう体調を万全にしておいてください」

「倖月、帰る前にちょっとだけ」

　帰ろうとした秘書を呼び止めた鉄が、彼をソファへと誘う。仕事の話でもするのだろうとアリカは器やコーヒーカップを下げて、会話が耳に入らないように洗い物をはじめた。

「……それは公私混同というのだぞ」

「うちの製品の話だ。別に法を犯せとは言ってない……弊社製品を長年ご愛用いただいている顧客への……」

　しばらく押し問答が続いていたが、倖月が折れたらしく、渋々ながらに鉄の言葉を受け入れたようだ。

「結川さん、さっき壊しちゃったスマホだけど、画面が完全に使い物にならなくなって、データ移行も自力じゃ難しいと思うんだ。今週一週間くらい、本体ごと会社で預かってもいいかな？　社にデータ移行用のアプリがあるから、新しい機種にそれを移して返すよ。通信のＳＩＭだけは返しておくけど」

「それは、ありがたいですけど……」

　倖月が反対していたのは、この話だったのだ。アリカが「いいんですか？」と窺うように秘書を見ると、彼は仕方なさげに肩をすくめる。

「なんだか、かえって申し訳ないです」

「いや、大事に使っていてくれたスマホを壊したのは俺の不注意だから。というわけで倖月、頼むわ」

　肩をポンっとたたかれて、倖月は苦虫を噛み潰したような顔をした。

「こういうことは頻繁にはなさらないでくださいよ、ＣＯＯ」

　洗い物をする手を止めると、アリカもぺこりと倖月に頭を下げた。

「申し訳ありません、よろしくお願いいたします」

「あなたが頭を下げることではありませんよ。ね、神城さん」

　倖月は鉄には手厳しく、目を細めて上司を睨んだが、それでも壊れたスマホをていねいにハンカチにくるんで持ち帰った。

「今週はちょっと不便をかけちゃうけど、ごめんね。週末には返せると思うけど……連絡手段がないか。そうだ、アリカさん」

　いきなり下の名前を呼ばれ、アリカは驚いて顔を上げた。

「今週末、もし時間があれば、仕事抜きでお付き合いいただけませんか？　スマホを渡しがてら、お詫びと今日のお礼も兼ねて、食事でも。ご都合、いかがですか？」

「え？」

　スウェット姿に寝癖がついたままの鉄だが、いたって生真面目な顔でまっすぐアリカを見る。

「一応、デートの誘いのつもりなんだけど」

「あ、あの、デート……？」

　今、確実に自分の頬は真っ赤になっているだろう。恥ずかしくて思いっきり顔ごと逸らしてしまいたいが、鉄の真剣な顔から目が離せなかった。

「もちろん、いやなら無理にとは言わない。断ってくれても、仕事の契約が終わりだなんて言わない。スマホは自宅に届けるだけにするし、パワハラとかじゃないから、そこは誤解してほしくないんだけど」

　うまく次の言葉を見つけだせずに焦るが、穏やかに微笑みかけられれば、断る選択肢は自然と消滅した。

「仕事ではなく、アリカさん自身に興味がある――って言ったら、引かれるかな？」

「い、いえ、その……光栄です……」

　視線を床に落としてボソッと言うと、鉄は安堵したように笑った。

「はぁ、よかった！　土曜日でもいいかな？　よければ十七時ごろに自宅まで迎えに行くから、支度して待っててください。ワインのおいしいトラットリアに行こう」

　こくこくとうなずくと、鉄もほっとしたようにスツールに腰を下ろした。

「ドン引きされたらどうしようって、実はけっこう緊張してたんだ。あ、やば、ほっとしたらクラクラしてきた」

　カウンターに突っ伏した鉄のつむじを見下ろしていると、胸のあたりがざわざわとくすぐったい。やわらかそうな色素の薄い茶色の髪に、指をつっこんでかき混ぜてみたくなる。

「と、とにかく早く寝てください！　あの、夕食も私、作りますから」

　そんな思いつきの提案をすると、鉄は身体を起こして頭を振った。

「夜はいいから、もう切り上げて帰りなさい。暗くなっても、今日は送ってあげられそうにないから」

「大丈夫ですよ、そんなに遅くならないうちに帰りますし」

「俺が心配なんだ」

　鉄のその口調から、例の嫌がらせが続いているように思えた。

　思わず唇を引き結ぶと、アリカの表情が凍りついたせいか、場を和ませるために彼の手がアリカの頭をぐりぐりと撫でる。

「熱のせいで、俺が狼に変身しちゃうかもしれないからね」

「……」

「あ、これもセクハラか。ダメだ、今日は調子が悪い。もう寝ることにするから、結川さんも早めに帰るんだよ。お昼、ごちそうさま」

　こうして寝室に引っ込んだ鉄を見送った。できれば看病してあげたいと思うのだが、鉄の心配を無碍にすることはできない。狼に変身するだなんて言っていたが、アリカが夜道を歩かなくていいようにという彼の気遣いだ。

（でも、私自身に興味があるって、それって……私のことが――ってこと？）

　親友の美佳は恋多き女性で、学生時代から常に傍に誰かがいたし、たまにひとりに戻っても「彼氏が欲しい！」と積極的で、最近も恋人ができたばかりだ。

　それに引き換え、生真面目なアリカにはまともな恋愛経験はないし、誰かひとりに対してときめいたりという経験も皆無だった。男友達はそれなりにいたが、大勢でわいわい騒ぐ仲間ばかりで、特定の男性と付き合ったことはない。

　デートに誘われたという事実に浮かれそうになる反面、騙されてるのではないかという疑念も湧き上がる。鉄を疑っているわけではないが、自分にそんな話が降ってくるなんて、ちょっと信じられない。

　さりとて自分も鉄に対して、単なる雇用主に抱く好意とは別の感情を持ちはじめていることも認めざるを得ない現状で……。

　きっと美佳に相談したら、「理屈ばっかで頭が固いから彼氏もできないんだよ」と一蹴されてしまうのだろう。

「そういえば、トラットリアってなに着て行けばいいの？　高級なとこ？　スマホないと検索できない……」

　親友に泣きつきたくなるが、連絡先を手帳にメモする習慣もなく、パソコンも二台目のスマホやタブレットも持っていない。

　インターネットから隔絶されると、何もできないことに気がついて愕然としたが、自力でどうにかしなければならないようだ。

　アリカは整理のつかない頭を落ち着かせるために米を研ぎ、夜食にと鉄におにぎりを作ると、まだ充分に明るいうちに職場を辞した。

















第３話　やさしい手で忘れさせて












　翌日も鉄の自宅へ仕事に出かけたのだが、体調はよくなったようで、部屋の主は不在だった。しかし、連絡手段のない彼女に向けて「おにぎりおいしかった、ありがとう」と手書きのメモが残されていた。

　思いのほかそれがうれしくて、ついそのメモを鞄にしまったアリカである。

　鉄の字は、ＣＯＯという役職に見合った硬質で几帳面な文字だった。

　彼女は代わりにノートを一冊買ってくると、リビングのテーブルに置き、出勤時間や退勤時間、今日の実績なども手書きで残した。

　すると、次の日には鉄からの返事が書き込まれている。緊急時にと、鉄の電話番号も書かれており、アリカはそれを大事に手帳に書き写した。

　今どき、中学生でもやらない交換日記のようで、くすぐったくてアリカはひとりにやける。

　そんなことが週末まで続き、金曜日の朝には「明日のデート、楽しみにしています」と書かれていたので、「よろしくお願いします」と、硬いながらに返事を綴った。

　いつのまに、こんな青春真っただ中のような関係になってしまったのだろうか。月曜日以来、一度も顔を合わせていないせいか、よけいに浮かれてしまう気がした。

　ノートのやりとりに喜んでいるのは自分だけかもしれないが、恋人がいたら、こんな感じなのだろうか。

（恋人……）

　そんな妄想を抱いた自分を恥じて、アリカは黙々と窓磨きに没頭した。
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　――そしてとうとうやってきた、土曜日。

　今日は、鉄が十七時に自宅まで迎えに来ることになっている。

　普段からＴシャツやトレーナーにデニム、スニーカーというラフな服ばかりを好むので、デートに着ていけるようなおしゃれな服は持ち合わせていない。かっちりした服など、せいぜい面接用のリクルートスーツくらいのものだ。

「いくらなんでも、リクルートスーツはないよね……」

　というわけで、すこしだけ奮発し、質素で無難な白いワンピースと黒いボレロを用意した。

　化粧にしろ、普段から顔を作り込んだりしていないので、下地にファンデーション、軽くチークくらいだ。アイメイクもろくすっぽしたことがない。

　昨日の仕事帰りには、ついついデパートの化粧品売り場に突撃しそうになったが、普段からメイクをしていない人間があわてて重装備をしたら、きっとおかしなことになってしまうだろう。

　そう思い直す程度の理性は働いているようで、ほっとする。

　結局、うっすらとアイシャドウを入れるくらいに留め、メイクも普段と変えずにおいた。指先にだけ、ピンクベージュのネイルを塗る。

　髪は漆黒の直毛をいつもポニーテールにしているが、今日はかんたんにシニヨンにまとめる。あまり難しい髪型は作れなかった。

「こういうとき、普段の不精が仇になるなあ……」

　鏡を覗き込んでも普段とまるで代わり映えしないが、かといって美容院でセットを……なんて考えてみても、気合を入れているみたいで苦笑されそうだ。鉄はそんなことはしないだろうけれど。

　浮かれる心をなんとか地上につなぎとめるのに必死である。

　こうして一日中そわそわして、十七時が近くなると何度も時計とにらめっこした。家の前で待っていた方がいいのか迷い、うろうろしていると約束の三分前。

　唐突に鳴ったチャイムに心臓が飛び出しそうになった。恐る恐る玄関を開けると、そこには薄手の黒セーター姿の鉄が立っていた。いかにも大人の男性らしく、首元には白いシャツの襟がのぞき、すらりと長い脚にはベージュのチノパン。

　カッチリ硬すぎず、髪は無造作で、大人の落ち着きと若者のラフさが混在している姿に思わず目を奪われる。

「お待たせ。アリカさんのスカート姿、初めて見たな！　すごく似合ってるし、まとめ髪もかわいい」

「あ、ありがとうございます……」

　まぶしいほどの笑顔で開口一番に褒めたたえられ、アリカの口はぱくぱくと金魚状態だ。しどろもどろになって小さく礼を言うのが精いっぱいで、鉄の様子のよさを褒める言葉は出てこない。

「でも、誰かが来てもいきなりドアを開けるのはダメ。せめてチェーンはかけて、相手を確認してからね」

「は、はい……」

　教師に諫められる学生のようにアリカは項垂れたが、鉄は笑顔になった。

「行こうか、嫌いなものはないって聞いてたから、おいしいワインのお店、予約したんだ。言っておくけど伯父のところじゃないよ？」

　まるでお姫様のようにエスコートされ、車のドアもさりげなく開け閉めしてくれる。

　鉄が運転席に乗り込んで、改めて助手席のアリカを見てにこにこするので、呼吸困難にいたたまれず直訴した。

「こういうの慣れなくて……」

「気軽なデートだから、そんな緊張しなくても。こないだも言ったけど、雇用主からのパワハラとか思ってない？」

　車を走らせる鉄は、苦笑交じりだ。

「そんなこと！　全然」

「それならいいけど。上司と部下、雇用主と従業員という立場にあると、好意すら簡単には表に出せない時代だからなあ。なんとも窮屈なことだよね」

　しれっと好意と言われ、目を丸くする。当初から鉄の直球発言がちょいちょい気になってはいたが、気のせいとスルーしてきた。しかし、今になって考えると、どれも遠回しに見せかけた超剛速のストレートだったのではないだろうか。

「それに、結川さんとは対等の立場のつもりだから。あなたの能力を提供してもらう代わりに金銭を支払っているのであって、金を出したほうの立場が上というわけじゃない。もちろん、それは会社でも同じことだけど」

「……神城さんが会社でも同じように振る舞っているなら、とっても社員に慕われているんでしょうね」

　先日の、倖月とのやりとりを見ていても、普段アリカが見ている鉄はきっと自然体で、社内でもあんな感じだと思えた。

　車は臨海地区に向かい、海辺から夜景がきれいに映えるトラットリアへやってきた。

　白い瀟洒な建物がライトアップされていて、外国にでも来た気分だ。

「このトラットリア、料理最高だから」

　三階に案内され、窓の外を見れば海の上。遠くには都心のきらめく明かりが束になって、まるで暗黒の海に浮かんでいるようだ。

　高級そうな店構えだが、店内はにぎやかだ。それほど堅苦しいお店ではないようでほっとする。それでも、普段のアリカにはまるで縁のない場所だ。

　窓際のテーブルに着き、イタリア人のソムリエがワインを注ぐのを凝視していたら、鉄がくすくす笑い出した。

「アリカさん、緊張しすぎ。そんな硬くならなくていいよ、ちょっと気取った店で晩御飯食べるだけだから、楽しんでくれれば。ワインも好きなだけ飲んでいいよ」

「でも、こんなお店初めてで。それに神城さん、車……」

「俺はノンアルワイン。下戸なの知ってるでしょ。せっかくアリカさんを口説きにきたのに、酔い潰れて終わりじゃ、さすがにみっともないし。ほら、乾杯」

「口説きにって……」

　グラスを掲げて鉄の顔をまじまじみつめたが、やはり隠すつもりもない直球だった。

「まあ、その前にまず大事な用件。これ」

　鉄がそっとアリカの前に差し出したのは、手提げの紙袋に入ったスマホの箱だった。

「先日壊した端末のお詫び。それ、うちが来月発売する新機種なんだけど、アリカさんが使っててくれたシリーズの後継機なんだ。あのシリーズ人気高かったから、デザインやカラーなんかを引き継いでる。中のデータは壊れた機種から移行してあるから、一応、確認してみて」

「それはうれしいです！　ありがとうございます。でも来月発売って、まだ世に出てない……？」

「そう。だから、発売するまではなるべく人に見せないで、肌身離さず大事に持っててね」

　口許に人差し指を立て、鉄はいたずらっぽく笑った。

　箱を開けると、まだフィルムが貼られたままの新しいスマホが出てきた。アリカの使っていたものと同色だが、だいぶ薄くて軽い。画面は大きめだ。

「新品の画面って、汚したくないからさわれないですね……」

　鉄に持ってくるように言われていた通信のＳＩＭカードを差し込むと、接続設定は手早く彼がやってくれた。アリカはどちらかというと機械音痴で、設定などは苦手だ。

「個別のアプリは悪いけど、あとでダウンロードしなおして。一応、ネットと通話はこれでできるようになったはず」

「とってもうれしいです、大事にします。でもこれ、高いのでは……」

「そこは気にしないで。アリカさんの大事な財産を壊したのはこっちだし。でも、その端末の開発には俺もずいぶん口出ししたから言えるけど、使い勝手は最高にいいよ。使った感想を教えてもらえると、なおうれしいな」

「はい、ありがたく使わせていただきます」

　ぺこりと頭を下げると、鉄は目を細めてワイングラスを揺らした。

　そこへ前菜が運ばれてきて、本格的なイタリアンのコース料理が振る舞われた。

　緊張しながらも、おいしい料理と鉄の軽妙な話術で、最初に心配していたように気まずい感じにはならずにすんだが、「口説きにきた」とあらかじめ言われているので、いつその話が出るのかと思うと、気が気ではない。

　目の前のこの人が、自分を女として見ていると思うと、呼吸が止まってしまいそうだ。

「ごちそうさまでした、とってもおいしかったです！」

　最後のデザートまできれいに平らげると、一瞬の沈黙が落ちる。

「ちょっとバルコニーに出ようか」

　鉄が席を立って、アリカの椅子を引いてくれる。そして、立ち上がった彼女の手をそっと握った。あたたかくて大きな手だ。

　バルコニーから眺める夜の海は、さまざまな明かりが海面に映り込んで波間に揺れていて、おとぎの国にでも迷い込んだようだ。

「少し風があるね。寒くない？」

「ワインでぽかぽかしているから、ちょうどいいくらいです。神城さんこそ寒くないですか？」

「大丈夫。アリカさんの手、あったかいから」

　握ったままの手を目の高さに上げられ、しっかり指が絡み合っているのを見て赤面してしまう。

「それで――今日の本題」

　バルコニーの手すりまで来ると、鉄は背筋を伸ばして隣に立つアリカを見下ろした。手は握ったままだ。

　つられてアリカは唇を引き結び、恐々と鉄の顔を見る。

「アリカさんには先日からうちで働いてもらってるわけで、雇用主という立場からこういうことを言い出すと、またセクハラだのパワハラだの、うるさい秘書が言い出すとは思うんだけど――アリカさん」

　そこで言葉を切ると、意を決したように鉄は言った。

「僕とお付き合いしてもらえませんか？」

　気が動転した。それでも、下手なことを言ってしまわないように、必死に逸る気持ちを抑え込んだ。つい「どこに？」というお約束で冗談に逃げそうになったが、鉄は穏やかに微笑みながらも冗談っぽさなど微塵も浮かべていない。冗談で紛らわせる場ではなかった。

「あ、あの、すごく――うれしいんですけど、でもどうして私……？　まだ知り合ったばかりで、神城さんに拾ってもらえなかったら無職で……」

「てきぱきと染み抜きしてくれたあの姿に、無性に惹かれた。たぶんあのときからアリカさんが好きだったんだと思う。ああいう場面で動けることがすごいなと感心もしたし」

「あれは――なんていうか、職業病というか……」

「僕は、自分の仕事に誇りを持って取り組んでいる人に、とても魅力を感じるんだ。それにアリカさんは何事にも前向きで一所懸命で。だから、あんなつまらない嫌がらせなんかに屈してほしくないし、全力で守ってあげたいと思った。これは僕の一方的な好意の押しつけなわけだけど……」

「ちょ、ちょっとストップ」

　思わず鉄の顔の前に手をかざし、それ以上の言葉を遮っていた。

「やっぱり、迷惑だった？」

「ち、違うんです。私、当たり前のことをしただけなので、神城さんにそこまで褒められると、かえって申し訳ないというか、そんなたいしたことしてないし……」

　完全に下を向いて鉄から顔を隠してしまったが、泣いてしまいそうなほどうれしい。

「もっと自分の仕事を誇っていいと思うよ、アリカさんは。あなたにはたいしたことじゃないかもしれないけど、僕にとっては心を持っていかれるほどの衝撃だった。もちろん、それ以外にも理由はたくさんあるけど、それらを全部ひっくるめて僕はあなたに惹かれている」

　ちらっと顔を上げると、鉄のやさしい目がそこにあって、高まりすぎた緊張感が一気に溶けた。

「……あの、私で、本当にいいんですか……？」

「アリカさんだから、お願いしてる。僕の恋人に、なってもらえませんか？」

　耳に響く、低くて甘い囁き声。頬に触れられて、どきんと心臓が跳ねた。

　見上げると、鉄の向こうにぼんやりとライトが輝き、夢の中で彼を眺めているような気分になる。夢見心地とは、こういうことを指すのかもしれない。

　足元がふわふわと覚束なくなっていく。

「はい……どうぞ、よろしくお願いします」

　こくりと頷いた瞬間、鉄は大きく息をつき、そのままバルコニーの手すりに腕を置いて突っ伏した。

「あああ、よかった！　嫌がられたらどうしようかと思った！　こんな年上のおっさんでも、アリカさん本当に大丈夫？」

「おっさんって……神城さん若いですけど」

　突然、素に返った鉄の言葉に、アリカは目を白黒させた。年上だと思ってはいても、普段の彼は「大企業の重役」という雰囲気を醸し出しているわけではなく、ごく自然に接することのできる青年だ。

「俺さ、毎日のようにお歴々に囲まれて仕事してるわけよ。周囲は五十代六十代、下手すりゃ七十代でね、そこに交じってる自分も、同じくらいのような気がしてて……」

　ため息交じりに鉄が言うものだから、アリカは笑い出した。きっと、緊張をほぐそうとしてくれているのだろう。彼は気遣いの細やかな男性だ。だからこそ、若くしてＣＯＯという地位を得たに違いない。

「神城さんがおじさんたちをこっちに寄せればいいんですよ」

「はは、そうだね。ジイさま方に引きずられないように気をつけるよ。あと、アリカさん。鉄って呼んでもらえると、すごくうれしいな」

「は、はい……鉄、さん」

　緊張しながら名前を呼ぶと、彼は破顔一笑した。

「じゃあ、あらためて――あなたが好きだ、アリカさん」

　身体ごと向き直り、彼の両手がアリカの肩に置かれた。おそろしく心臓がバクバクいっているが、拒絶しようとは思わない。

　ゆっくり鉄の顔が近づいてきて、唇に触れようとした――そのときだった。鉄の懐から、スマホのバイブ音が鳴り響いたのは。

　最初は無視しようとした彼だったが、通知ではなく電話の着信らしく、いつまでも鳴り止まない。音がないとはいえ、辺りは波が打ち寄せる音しか聞こえてこないので、その電子的な振動はかなり異質に際立っていた。

「……あ、あの、どうぞ、出てください」

　アリカが水を向けると、彼はがっくりと肩を落とした。

「おいおいおい……オフにするの忘れてたとか……ごめん！　こんなときに」

　スマホを取り出し、そこに表示されていた名前を見て大袈裟に舌打ちする。

「倖月ぃ、すこし時と場合をわきまえろ！」

　どうやら相手は鉄の秘書らしい。最初は苦情を申し立てていた彼だが、アリカに背を向け、低い声で深刻そうに話している。仕事でトラブルでもあったのだろうか。

「今はちょっと手が離せない。明日でもいいだろ？　え？　いや、そりゃそうだが……わかったよ、行くよ」

　電話を切ると、鉄はすまなそうな顔をしてアリカの傍に戻ってきた。

「ごめん。急ぎの仕事で、今から社に顔を出さなきゃいけなくて」

「こんな時間に大変ですね。私のことは気にせず、早く行ってあげてください。土曜の夜に急な呼び出しって、よっぽどのことだと思うので」

　ホワイト企業目指して奮闘しているという話を鉄から聞いていたのに、営業日でもない時間外に彼の秘書が仕事をしているのだから、相当なことだろう。

「本当にごめん。もしよかったら、明日また会えないかな？　とりあえず社の近くまでは一緒に行こう」

　こうしてあわただしく初めてのデートは切り上げることになってしまったが、内心ではほっとするアリカだった。

　すこし冷静になって、自分の身に起きている出来事を整理したい。きっと、このまま鉄と一緒にいたら、舞い上がりすぎて失言に失態の嵐になるであろうことは想像に難くなかった。

　西森システムズの前に着くと、彼はタクシーを拾ってアリカを押し込んだ。その手には一万円札を握らせる。

「必ずアパートの前までつけてもらうこと。寄り道しないでまっすぐ家に入って」

「ありがとうございます」

　鉄の心配性ぶりは、未成年の娘を心配する父親のそれに似ていて、すこしおかしい。

「じゃあ、気をつけて。あとで連絡するから」

　そう言ってタクシーを離れざま、鉄の唇が頬に触れた。

　キスされたと認識したときには、タクシーのドアは閉まっていて、手を振る鉄に見送られていた。
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　彼に言われた通り、アパートの目の前でタクシーを降り、まっすぐ自宅に戻ると、ベッドに突っ伏して大きなため息をついた。

「あー……」

　いろいろあった気がするのだが、動揺していてあまり実感がないままだった。それでも、鉄に告白されたことを思い返すと、ひとりベッドの上を転げまわってしまう。

「神城さんが、私の恋人……？」

　声に出して言って、あわてて辺りを見回した。白昼夢でも見ているのではないだろうか。

　何度も彼の言葉を反芻しては、赤くなったりくすくす笑ったり、自分でもかなり不気味だとは思うのだが、男性に交際を申し込まれたこと自体、生まれて初めてなので、浮かれてしまうのはどうしようもない。

　勝手に逸ってしまう気持ちを抑えるために、もらったばかりのスマホを取り出し、連絡用のＳＮＳを設定しなおす。すると、一週間でたまった新着のメッセージがたくさん流れてきた。急ぎの用はなかったが、アリカからの返信がないせいか、美佳からのメッセージが多い。突然、連絡のつかなくなったアリカを心配してくれていたようだ。

　スマホが壊れていたと送信すれば、「無事でよかった！」の返信。

　すこしだけ迷って、でも美佳に隠しておくのもどうかと、彼氏ができたことだけを報告した。

　――彼氏できたの!?　私の知ってる人!?

　――うん。先日、ワイシャツにワインかけちゃった人なんだけど。

　――マジで？　あれからナンパされたとかじゃなくて？　変な人じゃないよね？　アリカが私のせいで変な男に引っかかったりしたら、責任重大だから心配だよー！

　――大丈夫だよ。オーナーさんの親戚なんだって。それに、ニシモリグループに勤めてるちゃんとした人だから。

　――超大手！　すごいじゃん、おめでとう！　じゃあ私がふたりのキューピッドだね。今度紹介してよ。あ、ごめん、出先だからまた連絡するよ。

　土曜の夜だし、美佳も今ごろはデート中だろう。

　シャワーを浴び、パジャマ姿でドライヤーをかけていたときのことだ。玄関のチャイムが鳴った。

　時計を見ると二十二時を回ったばかりだが、宅配便がくる時間ではない。

　カーディガンを羽織り、怪訝な顔をしながら玄関に向かったのだが、またチャイムが鳴らされた。しかも、一度や二度ではなく、何度も何度も。

　威圧的に畳みかけ、アリカを脅すように荒々しく。

　アリカが竦んだ瞬間、今度はドアノブをがちゃがちゃと回す音も聞こえてきた。

　鍵はかけてあるが、しつこく鳴らされるチャイムと、ドアを開けようとする乱暴な音がアリカの耳に爆音のように流れ込んでくる。

　――誰かが玄関の向こうにいて、アリカに害をなそうとしている。

　今の今まで浮かれていたのが嘘のように、全身から血の気が引き、恐怖に頭から支配される。悲鳴をあげる声すら出てこない。

　部屋の奥に逃げ戻ったが、チャイムの音は鳴り止まず、ドンドンとドアを叩く音が追い打ちをかけてくる。心臓が激しく鼓動を打った。

（怖い……！）

　ベッドの上に放り出してあったスマホを握りしめると、アリカは震える手で鉄の連絡先を探し出そうとするが、玄関に気を取られてしまい、どこを操作すればいいのかもわからなくなる。

　震える指で何度も同じ動作をしてはやりなおし、やっと鉄の名前を見つけると、縋るような気持で通話ボタンを押した。

　小さな機械の向こうから鉄の声が聞こえるのを待つが、呼び出し音が続くばかりだ。

（お願い、出て――！）

　乱暴にチャイムを鳴らす音がまだ続いている。このままドアを蹴破って入ってきたら？　アリカに凶器を向けてきたら？

　考えただけであまりの恐怖に泣き出しそうになるが、同時にスマホの向こうから鉄のやさしい声が聞こえてきた。

『もしもし、アリカさん？』

　穏やかで落ち着いた低音が、耳から身体中に浸透する。途端に安堵して、ぼろぼろと涙がこぼれてきた。

「か、神城さん……たすけて……」

　詰まる喉からようやく言葉を絞り出すと、電話の向こうで鉄の声が一段低くなる。

『どうした。何の音？　家にいるの？』

「だ、誰かが……玄関のチャイム、ずっと、鳴らしてて……怖い……」

『すぐに警察に連絡して。俺もすぐ行く。大丈夫だ、すぐに行くから』

　助けを求めると、鉄は何も聞き返すことなく迷わず言い、電話の向こうで誰かと話しているようだった。

　だが、玄関ドアを蹴飛ばすような音がすると、アリカは電話に縋りついた。

「で、電話切らないで！　お願い……怖い……」

『駐車場に行くまで通話のままにしておくから。倖月、すまないが警察に通報してくれ、この住所に……』

　そのあと、アリカを落ち着かせようと声をかけながら、鉄は駐車場に移動しているようだった。車に乗り込んだ音も聞こえてくる。

　それとほぼ同時に、チャイムを鳴らす音もノブを乱暴に回す音も聞こえなくなっていた。

『音、止まった？　アリカさん、これからそっちまで飛ばすから、いったん電話は切るよ。倖月が警察に通報してくれた。すぐそっちの所轄に連絡してくれる。鍵はかけてあるね？』

「は、はい……」

『しばらくの辛抱だ。待ってて』

　そう言って電話が切れると、急に周囲がしんと静まり返った。

　ドアの前から人の気配は消えたようだが、恐ろしくてベッドの隅で壁を背にしたまま、アリカは微動だにすることもできなかった。
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　チャイムの連打とドアを叩く音が止んでしばらくすると、警官がすぐに駆けつけた。

　玄関を開けるのを躊躇いはした。しかし、その頃には不審者は姿を消しており、警官がドア越しに声をかけてくれたので、どうにか震える手で鍵を開ける。

「結川アリカさんですか？」

「は、はい……」

　ふたりの警官の姿を目にして安堵したが、あの異常事態は恐ろしかったし、こうして警官に事情を聞かれるのも生まれて初めての経験だ。しかも風呂上がりのパジャマ姿。

　こんな非日常に気軽に対応できるほど、今のアリカに余裕はなかった。泣き出さないように堪えるのに必死だ。

　こうして玄関先で二十分ほど警官と実りのないやりとりをしていると、アパートの階段を駆け上がる足音が聞こえ、鉄がふたりの警官を押しのけて玄関に駆け込んできた。

「アリカさん！　大丈夫!?」

　鉄の顔を見た瞬間ほっとしたものの、顔面は相変わらず強張ったままだった。

　突然現れた青年に警官は面食らっていたが、動揺したアリカの代わりに鉄が対応してくれ、気がついたときには警官は帰ったあとだった。

「実害が何もなかったし、今回が初めてだったということで、今日は事件化するのは難しいそうだ。防犯カメラもないし。パトロールの強化は約束してくれたけど、アリカさん、しばらくうちにおいで」

「で、でも……ご迷惑が」

　硬直した顔で鉄を見上げると、彼は安心させるようにやわらかく微笑した。

「あのね、アリカさんは俺の恋人なんです。さっそく彼氏面させてくれないかな？　またこんなことがあったらと思うと、俺の方が気が気じゃない」

　こうして鉄に言われるまま数日分の着替えをまとめ、パジャマ姿で彼の車に乗り込み、夜の都心を鉄の自宅マンションに向けて走ることになった。

　さっき、この車に乗っていた時は、初めてのデートに浮かれてどぎまぎしていたのに、たった数時間後にはこんなふさいだ気分でここにいる。

　しばらくの間、黙ってぼんやりと首都高を流れていく明かりを眺めていたアリカだが、ぽつりと言った。

「……私、誰かに恨まれてるんでしょうか。神城さんのところに、まだいたずら電話とかありますか？」

　鉄にわかるはずもない質問を投げ、アリカはしょげ返った。

　あれだけ執拗にいやがらせをされ、とうとう自宅にまで魔手が及んできた。会社を辞めればそれで終わりだと思っていたのに、未だに収束の気配がない。

　ここまで誰かに嫌われているのに、気づかない自分はとんでもない鈍感なのだろう。

「何度か電話はかかってきたけど、電話番号変えたから、それ以降は何もないよ」

「番号変えたって、私のせいで……？」

「アリカさんに教えたのはプライベート用で、そんなに大勢登録してたわけじゃないから気にしなくていいよ。この年になると、プライベートで親交のある人なんてほとんどいなくてね。新しい番号は、先日ノートに書いておいた方。さっき渡したスマホにも、勝手に登録させてもらった。ちょっと、確かめたいこともあったし」

　やがて鉄の運転する車は一般道に下り、すぐに彼の自宅マンションへとたどり着いた。

　通い慣れたはずの鉄の自宅だが、初めて来る場所のようでやたらと緊張する。

　ポーチをくぐり、目に馴染んだ玄関をくぐって鉄の家の匂いを感じた瞬間、鼻がつんと痛くなった。そして靴を脱いで先に上がった鉄の背中を見ていたら、急にその視界がぐにゃりと歪み、涙がぼろぼろ零れてきた。

　腰が抜けたように、そのまま玄関先にしゃがみこんでしまう。

「アリカさん、荷物……」

　鉄が振り返り、声もなく膝を抱えてうずくまっているアリカに気づくと、すぐ傍に駆け寄ってきてくれた。

「もう大丈夫だよ。大丈夫だから」

　やさしい手に触れられたせいで、もう涙腺は緩みっぱなしだった。必死に嗚咽を抑えようとしているのに、鉄の頼もしい手に背中を支えられていると涙が止まらない。

「こ、怖かった……」

「うん。でも、ここならもう怖くない。俺がいるから」

　しゃがんだまま鉄に抱きしめられると、髪や額に彼の唇の感触が降り注ぐ。

　鉄の香りの中にいると、それこそ非日常のはずなのに、痺れていた心がゆっくりと解きほぐされていく気がする。

　鉄の腕の中は安心感に満たされていた。

「さっきは……来てくれて、うれしかったです……ありがとうございました」

　泣き濡れた顔を上げて鉄を見ると、鉄は心配そうにアリカをみつめていた。だが、彼女を安心させるように微笑むと、大きな涙の滴を指で拭う。

「俺はアリカさんが好きだから、あなたを怖がらせるものは許せないけど、真っ先に俺を頼ってくれたのは、うれしかったな……」

　そっと手を握られ、もう一方の手がアリカの顎に添えられる。

「鉄、さ――」

　アリカに拒絶する時間を与えるよう、ゆっくり鉄が近づいてきて――唇が重なり合ってふさがれる。

　何が起きているのか、ぼんやりしたアリカにはすぐに状況が理解できなかった。でも、鉄の両手が彼女の顔と頭に触れて、さらにくちづけを深めてくる。

　あたたかくてやわらかい、不思議な感覚。

（キス――してる……？）

　肩がびくっと震えたせいでアリカの動揺が伝わったのか、鉄はすぐに唇を離した。

「ごめん」

　言われた意味がとっさにわからなくて、穴が開くほど鉄の端整な顔をみつめてしまったが、すぐにふるふると首を横に振った。

「いやなんて、思いませんでした……」

　本音をぽろっと漏らすと、鉄は苦笑のような照れ笑いのような表情を浮かべ、もう一度、アリカの唇をさらう。

　やさしく触れるキスに、抜けた腰がさらに砕けてしまう。アリカの手は彼のセーターの裾を握りしめて、ずっと鉄の身体にしがみついていた。

　その間も鉄のキスは止まず、唇だけではなく額や頬、耳たぶ、首筋にまで及ぶ。

「あ、ん……ッ」

　耳の後ろ側にちゅっとキスをされた途端、アリカの身体はビクッと反応し、唇から無意識の吐息を漏らしていた。

　それを聞いた自分が恥ずかしくなってしまうほど、普段とはまるで違う声だ。

　鉄はいったん身体を離すと、たくさんの刺激でぼうっとしているアリカの顔を覗き込んだ。いつのまにか嗚咽は収まり、小さくしゃくりあげるだけになっている。

　間近に見る鉄の整いすぎた甘い顔立ちに、アリカは夢うつつのまま誘われていき、思わず鼻の頭同士をこつんと合わせていた。






　　　＊






　寝室は消灯したままだったが、レースのカーテンの向こうから都心の夜の明かりが入り込んでくるので、ほんのり白く明るい。

　ひとり寝には大きすぎるダブルベッドは、鉄が長いこと使っているのだろう。彼の匂いが染み込んでいる。

　そこに自分が横たわっているのだと思うと、こそばゆくて落ち着かなくて、心臓が音を立てているのが自分でも聞こえるほどだ。

　でも、アリカの鼓動を速めているのは、ベッドの匂いなどではなく、今、彼女の身体の上に折り重なり、息つく間もないほどのキスの雨を降らせる鉄のせいだ。

　よれよれのパジャマは鉄の手であっさり脱がされていて、着けていてよかったと思ったナイトブラも、手早く捲り上げられ、アリカの腕からするっと抜かれてしまう。

　そして気がつけば、ショーツ一枚というあられもない姿にされていた。

　鉄はアリカの身体を僅かに解放すると、自らセーターを脱ぎ、その下に着ていたシャツのボタンを外して上体を露わにした。

　そのままアリカに再び覆いかぶさり、彼女の身体中にくちづけていく。

　大きくてあたたかい手がアリカの冷えた素肌の上をすべり、ぬくもりを与えてくれた。

「は……あっ、あ……」

　初めて男の手に肌をさわられた。緊張も怯えもあるが、それよりも彼がもたらしてくれる安堵のほうが大きい。

　ただ、鉄に身を委ねていれば大丈夫――そんなふうに思える。

　それはきっと、彼がアリカを守る言葉をたくさんくれるからだ。

　繰り返し甘くキスされ、唇を割って舌が入ってくる深いくちづけに変化すると、唾液の音と、ふたりの呼吸音が室内に響いた。

　アリカの手も、鉄の背中にきつく抱き付いて、厚みのある身体を味わう。
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　鉄の家で働きはじめたばかりのときは、まさか自分が整えているベッドで雇い主とこんなことをするなんて、想像もしなかったのに。

（でも、鉄さんの手、すごく気持ちいい……）

　視界が歪んで見えるのは、きっと彼の熱っぽいキスに蕩かされてしまったせい。

「アリカさん」

　今度のキスは唇ではなかった。喉に唇を這わされて、ペロッと舐められる。

「ぁあん――っ」

　ぞくっと肌が粟立ち、思わず悲鳴をあげると、あわてて口を噤んで息を呑み込んだ。無意識に漏れてしまう自分の女の声が、たまらなく恥ずかしい。

　鉄の整った顔に見下ろされると、目のやり場はないし、むしろ見られていることを恥じ、赤くなって伏し目にするしかなかった。

「本当に、無事でよかった――」

　やがて喉から鎖骨を唇がなぞり、無防備なまま朱く色づいた胸の頂にたどりつくと、彼は甘い飴玉でも口に含むように胸を咥えた。

　敏感な部分を刺激されると、舐められている場所だけではなく、下腹部の深い場所がずきずきと疼き出してしまう。

「ひ……ぁ、あぁ、ん」

　薄いショーツの内側にとろりと流れるものを感じると、アリカはきつく目と膝を閉じた。

「怖い？」

　鼻先が触れあうほどの近距離で、鉄の低い声に囁くように尋ねられ、アリカは恐々と目を開けると首を横に振った。

「緊張は、するけど……鉄さんは、怖く、ないです……」

「そんなかわいいことを言われたら、今さらやめたいと言ってもやめてやらないよ」

　体温の高い手が、アリカの冷え切った肌を包み、胸をふんわりと握りしめた。

　長い指に胸をもみしだかれ、先端の蕾をつままれると、ぴりぴりと身体の芯が疼いてしまう。

「あ、ぁ――」

　気持ちいいというよりはくすぐったいが、彼の手が与える愛撫が自分にどんな効果をもたらしているのか、よくわからないままだ。

「て、つ、さん……」

　胸を愛撫されるのと同時に、彼の舌が喉を這っていくじれったい感覚に肌がざわめいてしまう。

　ふいに、鉄の手の熱がアリカの腹部を撫でた。くすぐったくて、ぴくんと反応したが、彼の手はお構いなしにショーツの上から恥丘をさわりはじめる。

　その指先の奥にはたっぷりと潤った谷間が潜んでいて、鉄の指がやってきたことを喜ぶように、さらにとろりと蜜を滴らせていた。

「て、鉄さん……待っ――」

　不安でいっぱいの目を向けると、鉄はアリカの前髪をかきあげ、額にくちづける。その甘さに気を取られた瞬間、割れ目へと指が伸ばされた。

　薄い生地を押し込むように指先が強くもぐると、キスや胸への愛撫で感じていたことを彼に知らせるように、布越しに鉄の指を濡らす。

「感じてくれてた？」

「…………」

　頬を真っ赤にしてそっぽを向くアリカに、鉄は口許を緩めて笑い、もっと深く指を割れ目の泉に浸した。

　音こそ聞こえてはこないが、すっかりそこがぐしょ濡れになっていることは、鉄の指の感触だけではっきりとわかる。

「さわるよ」

　言うが早いか、濡れた下着の脇から、鉄の指が直接埋められた。

「あ、ぁ――あ」

　熱く潤った場所はぬちゅっと音を立てて彼の指を歓迎し、すこし動かされただけでも割れ目の深い場所まで彼を誘う。

　そして、その感覚はアリカに信じられないほどの衝撃を与えた。

　秘裂の奥に潜んでいた蕾を鉄の指に揺らされたとたん、身体中に甘ったるく痺れる感覚が走ったのだ。

　ぬちゅぬちゅと卑猥な音を立てながら、指が小さく中を往復し、秘裂の中の小さな蕾をやさしく押し潰すように擦っていく。

　そんなわずかな動きなのに、そこから生まれる疼痛は強烈で、目も開けていられないほどだ。

「ふあ、あ……やぁ……ッ！」

　思わず鉄の背中にしがみつくと、大丈夫だからと彼女をなだめるように、唇が何度も額に落とされる。

「あぁあっ、鉄さんっ！　ぁっ、だめ……」

　初めて得た快感は想像以上で、彼の指がアリカの弱い場所を最初から知っているかのように刺激するので、子宮の奥までズキズキと疼いて響いた。それにつられるように、アリカの目に涙が浮かぶ。

　まるでその姿が、溺れて藁に縋っているように鉄には見えたのだろう。

「アリカさん……初めて……？」

　潤んだ目でうなずくと、鉄は大きく息をついて秘所から指を引き上げた。そして、あらためてアリカの身体を抱きしめる。

「ごめん、変なこと聞いて。もっとゆっくりしよう」

「平気、です……ただ、こんな、気持ちいいなんて思わなくて……」

　目を伏せながらも正直に告白すれば、鉄は目を丸くする。

「それはかなり俺を煽る文句だな。アリカさんのそれは天然？」

「え……？」

「いいよ、やさしくするよ――激しく」

　ぎゅうっとアリカを抱きつぶすと、舌を絡め合う深いキスをしながら鉄が濡れそぼったショーツを引き下ろし、その脚から抜き去った。

　ふたたび指が秘裂の中に割って入る。小さく尖った蕾はたっぷりの蜜に沈んでいて、鉄の指に上からやさしく押し潰されると、たちまちアリカの全身を支配するような快感をもたらした。

「あ、ぁあ……っ！」

　鉄の首に腕を回して必死にしがみつきながら、怖いくらいの感覚を受け入れる。

　彼の指には力なんてまるで入っていないのに、それだけの動きでアリカの意識をすべて持っていってしまうのだ。

　鉄の膝が割って入り、秘所をくすぐられて、いつのまにか立てた膝は大きく開かされていた。普段は隠されている粘膜が無防備にさらけ出されているが、鉄の重みのある身体に押さえつけられていれば、自分のはしたない姿を見ずにすんでほっとする。

　だが、愛液に満たされた場所を擦る指は、気がつけば増やされていて、蕾も花唇も割り開かれていた。

　鉄はさらに追い打ちをかけるよう、指先から指の腹までも使って、じゅぶじゅぶと音を立てながら、絶え間なくアリカの愛欲を駆り立ててくる。

　呼吸がどんどん乱れていく。

「はぁ、ああっ、鉄さん……！　気持ち、いい……！」

「感じやすいんだね」

　その間も胸を甘噛みされ、吸われ、舐められていて、背中は熱い手のひらが這う。

　どこもかしこも鉄に支配されて、逃げ場がない。拘束されているわけでも、無理強いされているわけでもないのに、彼に味わわされる甘い責め苦に腰を揺さぶり、力の抜けきった淫らな悲鳴をあげるばかりだ。

「ん、あぁ……っ」

「いつもそんなに表情動かないのに、感じてる顔、すごくかわいいよ」

「やだ……見ないで……」

　泣き腫らした目で、きっとひどい顔をしているはずだ。それこそ泣きたくなるが、鉄に耳たぶをねっとりと舐められて、小さく「本当にかわいい」と繰り返し囁かれれば、それだけで彼の手に溶けてしまう。

　やがて、秘裂を弄る鉄の指が、ゆるゆると円を描くように一点をほぐし、少しずつ指を中に埋め込みはじめた。

「ひっ……ん」

　アリカの唇をキスでふさぎながら、鉄は硬い場所をやわらかくするように、蜜で濡らした指をくねらせながら、ゆっくり奥へと入った。

　異物が挿入される感覚に、たまらず息を止める。気持ちいいのかどうかさえわからないが、膣の奥からは絶え間なく蕩けるような蜜があふれ続けていた。

「アリカさんの中、熱い……」

「んっ……鉄さん――私、どうすれば……あぁッ」

　どうなってしまうのかわからなくて、荒々しく息をついて鉄に助けを求める。

「俺を感じててくれればいいよ。アリカさんの気持ちいいところみつけるから、力抜いて……」

　狭い場所に挿れられた指が二本から三本に増え、膣の内壁を指の腹でやさしく擦られると、びくびくと腰が跳ねる。

　だが、ある場所を触られた途端、思わず悲鳴をあげてしまった。感覚の鈍い場所を弄られていたときはまるで違う、鮮烈な悦楽が腹の奥の方でじんわりと広がる。

　鉄はアリカが悲鳴を上げた場所を、丁寧に何度も愛撫しはじめた。ひっかいてしまわないように指の腹でやさしく、でも強く押しつけて小刻みに揺らす。

「あっ、そこ、だめ――ッ！」

　鉄の指に流し込まれる快楽にアリカは腰を反らし、激しく揺さぶった。ガクガクと浮いた腰が震えて、何かが上り詰めていく。

「アリカ――」

　鉄に名を呼ばれた瞬間、それは起きた。刺激されていた場所を中心にして、強い波のようなものが全身に走ったのだ。

「……ぁ、あああっ、あ、あぁ！」

　頭はぼんやりして、何かを考える余裕もない。腹部を襲った絶頂感に、全身の自由が奪われてしまったように思えた。

　鉄の指を咥え込んだ場所が疼いて、そのまま呑み込もうとするように蠢く。

　しばらくの間、鉄の首にしがみついて絶頂の波が去るのを待っていたが、少しずつ意識が戻ってくると、アリカは激しく吐息をついて彼の肩に額を当てた。

　指を抜かれると、小さく吐息が漏れた。

「痛くはなかった？」

「――は、い」

　それだけを答えるのが精いっぱいだった。まだ胸は上下して、整わない呼吸に難儀する。

　鉄も熱い吐息をつきながら、身体を起こした。ズボンはまだ穿いたままだ。

「俺もアリカさんの中で気持ちよくなって、いいかな？」

　耳元で低く囁かれると、引きかけていた快感が呼び戻されるような気がした。男の指に押し広げられた場所から、また新しい愛液があふれてこぼれる。

「はい……」

　今度は、それ以上に返事のしようがなかった。

「ありがとう」

　鉄は彼女の額にちゅっとキスをすると、ズボンもボクサーパンツも脱ぎ捨て、アリカと同じく一糸まとわぬ全裸になった。

　だが、その腹部にそそりたつ男性器を目にした途端、アリカは慌てて視線をさまよわせてしまう。肉親以外の男性のものを見たのは、ましてや物心ついてからはこれが初めてだ。

「アリカさんの中に入りたくて、ずっとうずうずしてた」

　苦笑しながら鉄は言い、ナイトテーブルの小さな抽斗の中から箱を取り出した。

　実は本物のゴムを目にするのが初めてで、恥ずかしいと思いつつも好奇心に負けて、鉄が手にしたそれを目で追った。

「……言っておくけど、アリカさんとこうなれたらいいなーって思って、買ってきたばかりだから！」

「え？」

　鉄はどうやらアリカの視線を、「何でそんなもの常備してるの」という意味に受け取ったらしい。一瞬の間を置いて、鉄は勘違いに気がついて笑った。

「なんでもないよ、これは男の嗜みだから。次はアリカさんが着けてね」

　目を丸くするアリカを見て頬にキスすると、装着の仕方を教えるように着けてみせた。

　再び鉄はアリカの上に跨り、唇をついばみながら少しずつディープキスに移行する。唇を舌でなぞられて、ぞくっとして口をわずかに開けば、それを待ち受けていたように舌を深く絡ませてきた。

「ん……ん……っ」

　互いの唾液で唇が濡れ、それと同じように下腹部からも分泌液があふれてくる。鉄はそれを確かめるように秘裂を指で探ると、アリカの嬌声を呑み込んだ。

（気持ちいい――）

　鉄になら、どこに触れられても気持ちいい。肌が重なり合う熱も心地よくて、身体中から力が抜けていく気がした。

　でも、そう思った次の瞬間には、アリカは身体を硬くしていた。鉄を欲しがって蜜を零す場所に、ふたたび異物感があったのだ。

　鉄はキスをやめないまま、アリカの蜜口に性器の先端を押し当ててくる。

　唇を離し、彼がじっとアリカの目をみつめながら、中に入ってきた。ごくゆっくりと。

　さっき指で丹念に解されたばかりだが、指なんかとは比べ物にならないほどの圧迫感だ。

「――痛くない？」

「はい……たぶん」

　まだ感覚が鈍くて、痛みも快感もない。ただ、大きなものが体内に入ってきた――それくらいしかわからない。

　でも、鉄が確実に奥へと挿入を深めてくると、だんだん引き攣れるような痛みが生まれてきた。思っていたよりも鋭い、明確な痛み。

　ただ、声を上げるほどではない。もともと痛みには強いほうだし、アリカが硬直してしまわないよう、鉄が胸や喉にキスをして、意識を外に発散させてくれる。

「ああ……」

　思わず深く息をつくと、鉄もそれに重ねるように大きなため息をついた。

「すっげ、気持ちいい……」

　鉄らしからぬ口調で息を吐き出すと、そのまま動きを止めてアリカの身体を抱きしめた。

「――気持ちいい、ですか？」

「うん。アリカさんが俺を締めつけてくるんだから、天国」

　鉄を見上げるアリカの目は、遠くに霞むように茫洋としてしまって、気持ちいいのかなんなのかもよくわからずにいた。

　ただ、身体の中を、鉄の一部が深く刺し貫いているのは感じる。

（私、鉄さんと――してるんだ……）

　こんなこと、自分の身の上に起きるなんて思ったこともなかった。

　鉄は彼女の前髪をかきあげて額にキスし、頬や唇に触れるのもやめない。そうしながら、アリカが自分に馴染むのを待っているようだ。

　じっと鉄の顔をみつめていたら、急に胸が高鳴り出した。そして、彼と重なり合う場所が急に熱く感じて、無意識のうちに咥え込んだ楔を締めつける。

「アリカさん――そんなに締めたら、すぐ降参しそう」

　彼女の肩にうずくまるように顔を伏せて鉄は言い、大きく吐息をついた。

「だ、だって、鉄さんとつながってるんだって思ったら、急にどきどきしてきて……」

「俺もだよ。動くよ？」

　上体を起こした鉄は、アリカの両膝を抱え上げると、その腰を少しだけ浮かせた。そうして膝立ちのまま、貫いた楔を抜き挿ししはじめる。

「え――あっ、あ」

　少し痛い。でも、さっき指でたくさん弄られて達した場所を、鉄の熱塊に擦られていると、疼くような感覚が起きた。

「あぁ、て、つ……鉄さん……ッ、そんな、中……！」

　腹部の深い場所まで到達した熱に突き上げられ、アリカは目を見開いた。

　指では絶対に届かない深部に彼の男性器が刺さり、彼女の中を侵食していく。やがて、鉄は抱えていた両膝を解放すると、アリカに覆いかぶさって、抱きしめながら抽送を繰り返した。

　瞼の裏がチカチカする。鉄の熱い吐息を肌に感じると、皮膚がぞくっと粟立つ。反らした喉からは絶え間なく女の悲鳴が上がり、鉄に与えられる愉悦に浸っていく――

「アリカ――アリカ……」

「ぁあっ、やあぁ、鉄……！」

　次第にすすり泣くような弱々しい声になっていくが、摩擦の起きる場所が熱を帯びて、また上り詰めていくのを感じる。

「もうすぐ……イキそうだね」

　両手を彼に握りしめられ、強くそこにしがみつく。絡める指に力がこもる。

「はぁっ、あ、イっちゃう、いっちゃうのっ、だめ、だめえ……っ」

「怖がらなくていいから、力抜いて――」

「あぁんっ、ああっ……！」

　肌がぶつかり合う音が高く鳴った瞬間、アリカの中に怒涛のように愉悦が流れ込んできた。腰も喉も弓なりに反らされ、全身が硬直する。

　――意識が一瞬で消失し、空白の時間が生まれた。

　鉄とつながりあった場所だけがやたらと熱くて、体内で彼の肉塊がドクドクと脈打っているのを感じる。

「……っ」

　鉄もまた、アリカの胸に額を当て、肩で息をしていた。

　ふっと緊張していた空気が緩むと、鉄は身体を起こしてアリカの中から楔を抜き去る。その最後の交わりに小さく身を震わせている間、鉄は手早くゴムを処理して彼女の隣に身を投げ出した。

「痛くなかった？」

　ふんわりと抱き寄せられるが、鉄の裸の胸はまだ呼吸が整わないままだ。アリカも息を弾ませたまま、居心地のいい腕の中にそっと身を寄せて目を閉じた。

「大丈夫です――」

　鉄の手に髪を撫でられている。大人になってから誰かに抱きしめられ、頭を撫でられた記憶なんてない。

　不思議で、こそばゆくて、胸がズキズキする。

　彼に抱かれたまま深呼吸をすると、安堵のぬくもりと一緒に眠気がやってきた。

　鉄の耳触りのいい声を遠くに聞きながら、その抗いがたい誘惑に連れられて、アリカはふっと眠りに落ちた。
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　いつもと違う、極上の肌触りがする布団にくるまれているせいで、そこから這い出す気にはなれない。柔らかくてふかふかで、いい匂い――

　アリカの嗅覚にはまだ新しい、他人の香り。それなのに、もう馴染んでいる心地のいい匂いが鼻をくすぐった。

「…………」

　目を開けてしばらく呆然としていたが、視界いっぱいに男性の裸の胸が飛び込んでくる。

　あわてて顔を上げると、鉄の笑顔と出会った。

「おはよう」

「――!?」

　上体を起こしかけて、自分の身体に鉄の腕が巻きついていることを知る。しかも、毛布がかかっているとはいえ、全裸のまま。

「あ、あの……」

　寝室の白壁に、まぶしいほどの陽光が射しこんでいる。大きな窓の向こうは晴れ渡っていて、レースのカーテン越しではあるが、秋晴れの空がうかがえた。

　ここはアリカの雇用主である、神城鉄の寝室だ。

「よく寝てたね。大丈夫？」

「ね、寝顔、見てたんですか……？」

「うん。すごくかわいかった」

「う……」

　彼は笑って言うが、いたたまれずに毛布をかぶる。

　昨晩から交際らしきものをスタートさせたばかりなのに、泣き顔にすっぴんパジャマ、ベッドの中では何がなんだかわからないまま鉄に翻弄されて、弁解のしようもないほどの醜態をさらした。

　それだけでもなかなかな出来事なのに、とどめの寝顔とは。

　涎でも垂らしていたら、ショックで倒れそうだ。

「もうやだ、最悪――！」

「ええっ、俺は最高に幸せなのに!?　もしかして昨晩のこと、怒ってる？　俺じゃいやだった？」

「いやじゃないです！　でも、恥ずかしい姿ばっかり見られて、消えたい……」

　すると、鉄の手が頭からかぶっていた毛布を剥がし、よしよしとアリカの頭を撫でながら抱きしめる。

「俺としては、色んな顔を見せてくれるのは、アリカさんが少しくらいは心を開いてくれたんだなって思えるから、うれしいくらいなんだけどね。何しろ、パワハラしてるんじゃないかって心配が消えなくて」

　顎に指を当てられ、くいっと上を向かされる。

　予告なしに目に飛び込んできた鉄は、胸騒ぎがするほど端整な顔立ちをしていて、ドクンと心臓が跳ねたのと同時に唇が覆われた。

「とりあえず、シャワー浴びておいで」
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　シャワーを浴び、日当たりのいい広々としたリビングに顔を出すと、コーヒーの香ばしい匂いが漂ってくる。

　キッチンに立つのは、シャツにデニムというラフな格好の鉄だ。彼は部屋と負けず劣らずのまぶしい笑顔で、アリカを迎え入れてくれた。

「とりあえず座りなよ、自分の家だと思ってくつろいで」

　リビングのソファを勧められ、落ち着かないままいつでも腰を浮かせられるように、アリカは恐々と腰を下ろした。

「す、すみません……」

「そんな他人行儀にしなくても。でも、ここはアリカさんにしてみれば職場だもんなあ。くつろげるはずがないか」

　笑いながら鉄がコーヒーを出してくれたのだが、客用のコーヒーカップではなく、彼が普段使いしているマグカップだ。それを手に取ると、なんだか無性にどきどきしてしまった。

「あ、あの、まだお済みでなければ、朝食でもお作りしましょうか？」

　なんとなく間を持たせられなくて提案してみるが、鉄は苦笑して首を振った。

「トーストにスクランブルエッグくらいで良ければ、俺が用意するよ。座ってて」

　家事は苦手だと言っていた彼が料理をすると言い出したので、思わず目を瞠ってしまったが、果たしてアリカの前に出されたのは、バターの香りをたっぷりまとわせたふわふわのスクランブルエッグとボイルしたソーセージに、こんがりトースト。

「鉄さん、もしかしてお料理できるのでは……？」

「まあ、独り暮らしは長いから。アリカさんに食べてもらおうと思えばこのくらいはできるかな。自分のためにはまったくやる気もないけどね」

　呆気にとられたが、彼の言わんとしていることは理解できる。アリカとて、自分のためだけに手の込んだ料理はしない。家だってそこそこの掃除はするが、仕事で誰かの家を掃除するほどには手を入れたりはしていない。

「それで、昨晩のことは少し落ち着いたかな？」

　差し向かいに食事をしながら、藪から棒に昨晩のことに言及され、マグカップに口をつけたアリカはむせ返って頬を染めた。

「あ、あの……っ、あの」

　目の前に座ってトーストを持つ鉄の指先を見て、また頬を赤らめる。あの指で身体中をくまなく愛撫された記憶が、生々しくよみがえる。

　だが、慌てたアリカの様子を見ていた鉄は、ぷっと吹き出した。

「その様子じゃ、自宅を襲撃された恐怖はだいぶ和らいだみたいだね」

「え――」

　昨晩のこととは、鉄とのベッドでのアレコレではなく、自宅のチャイムを乱打された件のことのようだ。勘違いも甚だしい。

「忘れさせてあげられたかな？」

「……おかげさまで」

　咳ばらいをして居住まいを正したが、アリカはふいに思い出して顔を上げた。

「そういえば鉄さん、昨夜はお仕事の途中だったのに……申し訳ありません」

　倖月に呼び出されて会社に行ったのに、アリカの電話ですっ飛んできてくれたのだ。そのことをすっかり忘れていて、アリカはますますしょげ返った。

「大丈夫だよ、用事が片付いたからちょうど帰ろうとしてたところだったし。倖月もすぐに帰らせたから。でも、昨日のうちにスマホを渡しておいて本当に良かったよ」

「ありがとうございました。鉄さんが来てくれなかったら、たぶん一晩中怯えて、眠れなかったと思います……」

「そんなことにならなくてよかった。落ち着くまではここにいていいから。なんなら、これを機に引っ越してくるというのは？　部屋もひとつ余ってるし」

「さすがにそこまでは……」

　寝室の向こうの部屋が、なんとなく使い道もないまま放ってあることはアリカも知っている。

　心が揺れ動かないでもないが、知り合ってまだ一ヶ月も経っていないし、恋人という関係になったのも昨晩のことである。アリカにとっては、まだまだ非常にぎこちない関係だ。

「ここに永久就職してもいいんだよ？　将来はニシモリグループの会長夫人に転職という可能性もあるけど」

「て、鉄さん……！　それは」

　冗談めかしているならまだしも、鉄はごくいたって真面目に言う。

「まあ、今すぐ結婚しようなんて無理なことは言わない。でも、俺はそれでもいいくらいアリカさんのことが好きだから、考えておいて。アリカさんにも、俺のことを見極める時間が必要だしね。一応言っておくけど、酒は飲めないし煙草は吸わないし、ギャンブルもしない。ハラスメントはむしろ取り締まる側、趣味は読書とドライブ。ん、待てよ、無害すぎて味気ない？」

「……もう」

　それまでは緊張したままでいたが、とうとうつられて笑ってしまった。

「そんなふうに言っていただけて光栄です。ご迷惑をおかけしますが、しばらくの間、よろしくお願いします」

　鉄の家に押しかけるのも躊躇ったが、ひとりあの家で変わらず暮らすことができるかと考えると、どうしても億劫になる。せめて犯人がわかるなり事態に決着がつくなりしないと、不安で日常生活を送ることさえ困難だ。

　立ち上がり、深々と鉄に頭を下げると、返事の代わりに頭を撫でられた。

「堅実でいいと思います。でも、ちょっと硬いなあ。お互い上司でも部下でもないんだから、もうちょっと甘えてくれるとうれしいんだけど。やっぱ俺がおじさんだからかな……」

「いえ、決してそのような」

　ひとしきり嘆いた後、食後のコーヒーを淹れなおすと、鉄があらためて切り出してきた。

「昨晩、会社に呼び出された件なんだけど、実はアリカさんのことでね」

「私の？」

　鉄の会社とアリカ自身はまったく接点がないので、よく意味がわからず首を傾げた。

「そう。俺が壊しちゃったアリカさんのスマホなんだけどね、あれ実は、わざと壊したんだ。ごめん」

「え？」

　意味がよくわからず、アリカは目を丸くして鉄を見た。

「アリカさんの前の会社で、クライアントの情報や会社の内情が知られているって話だったけど、退職しても同じ。では、どこから情報が筒抜けになっているのか。最もあやしいのが携帯端末だ」

「どういう、ことですか……？」

　鉄の真剣な目は、それが冗談ごとではないと知らしめていた。

「遠隔操作アプリだよ。アリカさんが知らないうちに、遠隔操作ができるアプリを何らかの方法でスマホに仕込まれた。普通の人なら監視されていることにも気づかないだろうし、現にアリカさんも気づいていなかった」

「遠隔操作……って」

「自分の端末を紛失した際に、場所を探したりできる便利なアプリだよ。反面、他人に悪用されると常時監視されている状態になる。それが高機能であればあるほど危険な代物だ。

　居場所なんかはＧＰＳで即バレるし、端末のカメラやマイク機能で盗撮や盗聴も可能になる。会話はほとんど聞かれていたと思って間違いない、録音もできるからね。それにメールや電話帳といったプライバシーは全部相手方に筒抜けだ。誰にも知らせていないはずの俺の連絡先にまで、いたずらを仕掛けてきたのがその証拠」

「…………」

「十中八九まちがいないだろうと思って、ちょっと強引だったけど、アリカさんの端末を物理的に破壊した。その上で俺も電話番号を変えたら、いたずら電話はぱったりなくなったよ。壊れた端末は社に持ち帰って、機種変の後で倖月に調査してもらったんだ。あいつも元はやり手のエンジニアでね」

「そんな……それならそうと、言ってくれれば……」

「アリカさんとはなかなか直接会えないし、先日の風邪は本当にたまたまだったから、とにかく今日中になんとかしなきゃと思って焦ってたんだ。犯人が盗聴してるかもしれないのに、その犯行手段についてぺらぺら話すわけにもいかなかったし。それに、本当に遠隔操作されていたら、もう古い端末だし、いっそ機種変してしまうのが手っ取り早くて確実だから……ごめんね」

　頭を下げられて、アリカは首を横に振った。鉄こそアリカのために手を尽くしてくれたのだから。

「……それで、遠隔操作、されてたんですか？」

「かなり厄介なヤツが仕込まれてた。アプリって端末に入れると一覧に表示されるけど、アリカさんの端末にいたのは、不可視化されていたから、通常ではインストールされていることにさえ気づけない。ほとんどウイルスみたいなものだよ。あれは俺でも気づけなかったと思う。で、それを見つけ出した倖月が昨晩、デート中にも関わらず電話をかけてきたというわけ。件のアプリをみつけたし、早く帰りたいから確認しにこいと」

　驚きはしたが、突然、霧が晴れて視界が広がった気がした。何もかもに納得がいったのだ。

「で、ついでに言うと、仕込んだヤツのＩＰやログも割り出した。遠隔操作アプリを他人のスマホに勝手に入れるのは犯罪だし、ましてやそれを悪用したとなれば様々な罪に問える。アリカさんが望むのなら、弁護士使って開示請求するよ。アプリの影響がなくなったとはいえ、自宅はもう知られてる。犯人をとっつかまえないことには、落ち着かないだろう」

















第４話　全部が愛しいから……












「美佳、こっちこっち！」

　アリカが奥まった席から手招きすると、友人も手を振り返してこっちへやってきた。

　いつものワインバーは平日でも盛況で、周囲の席はほぼ満席だ。

「ごめんね、遅くなって。やっとプロジェクトがひと段落したよー」

「相変わらずハードワークだね、美佳のとこは。まずはお疲れ様ってことで」

　美佳の好きな赤ワインで乾杯をして、彼女の労をねぎらった。

「ありがとう。今日すっごく楽しみにしてたんだ、彼氏の話！　アリカにもとうとう初めての彼氏が！　我がことのようにうれしいよ。で、いい人？　ちょっとしか顔見なかったけど、けっこうイケメンだったよね」

　パプリカのピクルスをつまみながら、美佳は楽しくて仕方がないという顔だ。

　鉄が西森システムズの重役であること、自宅がこの店から目と鼻の先であることなどを白状させられた。

「へええ、すごい超優良物件つかまえたじゃん！　将来、玉の輿？」

「そういうわけじゃ。でも、すごくやさしい人で、細かいことでも私のこと認めてくれる。年上だし、まだちょっと緊張はしてるけど、でも一緒にいて居心地はいいかな」

「わー、おのろけ。ごちそうさま！　いいなあアリカは。私もお金持ちの彼氏が欲しいよ。じゃあ、そのお金持ち彼氏がいれば、もう仕事しなくてすむんじゃない？」

「どうして？」

　金持ちか金持ちでないかと言われれば、大企業の重役にして、都心の高級マンションに住む鉄は確かに金持ちだろう。でも、それが「もう仕事しなくてすむ」に直結する理由はアリカにはよくわからなかった。

「金持ちなら彼女の生活費くらいポンっと出してくれるじゃん。いっそ同棲しちゃえば？　家賃もかからなくなるし！」

「生活費なんて、べつに結婚してるわけじゃないし。居候はさせてもらってるけど、仕事はして恩返ししてるつもりだよ」

「居候!?」

　美佳は目を丸くしてまじまじとアリカをみつめた。よほど意外だったらしく、鬼気迫るほどの勢いに、思わずたじろいでしまう。

「一緒に住んでるの？」

「ちょっと訳があって、一時的に居候させてもらってるだけ。解決したら自宅に戻るつもりだけど……」

「じゃ、もう彼氏としちゃったんだ？」

「えっ……」

　美佳の下世話な笑い方を見れば、言わんとしていることはわかった。そして、それがわかりやすく顔に出るのがアリカだ。たちまち真っ赤になってしまった。

　居候をはじめて二週間、少なくとも、ゴムを一箱消費する程度には回数を重ねている。もちろん、そんなことは言えないが。

「一気に大人に……！　ちょっと、この子ほんとうらやましすぎる！　で、その新しいスマホも彼氏に買ってもらったんでしょう？　それ、ニシモリの最新機種だよね。まだ発売してなかったんじゃなかったっけ？」

　アリカのスマホをさして美佳はあきれ顔だ。

「これは、彼が前のスマホを壊しちゃったから、お詫びにってくれたの。やっぱり、高いのかな……」

「そりゃ当然でしょ。新機種のサンプルかもしれないけど。でも、ここのオーナーの親戚っていったら、実家も名門だよね。現実にあるんだ、そんなシンデレラみたいな話」

「そうなの……？」

「ふーん、無欲の勝利ってやつ。そうだよね、アリカはいつもそんな感じで、ガツガツ動いたりしなくてもうまくいくタイプだもんね」

　どういう意味だろうと勘繰ってしまうが、今日の美佳はすこし機嫌が悪そうだ。

「そんなことないよ。あ、ちょっとお手洗い行ってくる」

　アリカは席を立ち、化粧ポーチだけを持って洗面所に向かった。

　少し、気が重たい。
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　アリカが化粧室に向かうと、美佳はテーブルに置きっぱなしになっていたアリカのスマホを手にした。

「ロック解除のパターン、変わってないじゃん。ほんと、セキュリティ意識の低い奴ってなんなのって思うわ」

　このＩＴ化の進んだ社会で、未だにアナログなままのアリカの思考は、美佳にとっては理解しがたいものなのだろう。慣れた手つきで目的のアプリを検索し、ダウンロードする。

「新しいスマホ、動作快適だなー。でもネット重たい――って、低速モードじゃん。もう速度制限かかってるの？　宝の持ち腐れ！　機械音痴にもったいない」

　ひとしきり悪態をついた彼女は、ふと顔を上げて息を呑んだ。洗面所に立ったはずのアリカがそこに立っていたからだ。

「……本当に、美佳だったんだ」

　美佳の肩越しに、彼女が手にしているスマホのダウンロード画面を見てアリカは言った。

　アリカは化粧室に立ち寄ることなく、すぐに席に戻った。美佳が本当に犯人なら、また、新しい端末にも同じことをするかもしれない――と。

　嘘であってほしいと願いながら、鉄に言われた通り、新しいスマホをテーブルに置いたまま席を離れた。

　これまで美佳を疑ったことなど一度もないので、離席するときもスマホはいつも席に置きっぱなしにしていた。

「……古いスマホに遠隔操作アプリを入れたのは、美佳だったの」

「は？　なんのこと？」

　今、彼女の手の中にある端末の画面には、鉄が教えてくれたものと同じアプリがダウンロードされている最中だ。あえて通信を低速モードにしているので、処理はほとんど進んでいない。

「知らないわよ、こんなの。ちょっと見せてもらってたら、勝手に動いてただけ」

　アリカは親友の手からスマホを取り上げ、画面をスクリーンショットに収めると、ダウンロードをキャンセルして美佳の向かいに座り直した。

「彼が、古いスマホに入っていた遠隔操作アプリをみつけてくれた」

　美佳はぎゅっと唇を真一文字に結び、アリカをまるで見知らぬ他人のように睥睨した。

「……知らないわよそんなこと。新機種が珍しかったから、ちょっと見ただけだし」

「じゃあ、さっきのアプリはなに？」

「勝手に動いてたから知らない」

　美佳も、そんな言い訳が通用するとは思っていないだろう。表情がだんだん開き直るようにふてぶてしく変化していく。

　彼女はアプリやソフトウェアの開発に従事しており、アリカなど比べ物にならないほどこの手のことに詳しい。

「男ができた途端、手のひら返してそいつに盲従する女っているけど、アリカもそのタイプだったんだ。謂れのない言いがかりまでつけて」

　アリカには彼女が開き直ったとしか聞こえなかったが、これまでの付き合いの中で聞いたこともない冷めた声で突き放され、困惑する。

「なんで……？　私、美佳の気に障るようなことした？　それならそうと言ってくれればいいのに、どうしてあんな」

「待って待って、どうして私が悪者になってるの？　アリカ、感じ悪いよ。もしかして、彼氏になんか言われた？　たまにいるよね、女友達を切らせようと囲い込むヤツ。そいつ、絶対モラハラ野郎だからやめておいたほうがいいよ」

「どういうこと？」

　アリカに対する不満に端を発しているのなら、反省なり謝罪なりするつもりだ。でも、鉄を悪く言われた瞬間、腹の底に怒りが湧くのを感じた。

「彼はそんな人じゃない！　どうして嘘ついてまで他人を貶すの？　美佳がそんなこと言うなんて信じられない……」

「えー、信じられないのはこっちなんだけど。言いがかりもいいところじゃん」

　長年付き合ってきた友人が、まるで見知らぬ他人のように思えた瞬間だった。ずっと親しくしてきたはずなのに、何を掛け違えてこんなふうになってしまったのか。

「ねえ、どうしてあんなこと？　ずっと心配しててくれたのに、あれ、全部ウソだったの？」

「だから、言いがかりはやめてって言ってんの。やってらんない、帰るわ。気分悪い。モラ男とは早く手を切ったほうがいいよ、じゃあね」

　美佳が不愉快そうに顔をしかめて立ち去ろうとするのを、アリカは腕をつかんで引き留めた。

「本当のことは言ってくれないんだ。……遠隔操作してたＩＰアドレスも調べてもらったの。美佳がＳＮＳで私にくれたメッセージと、同じＩＰだった……」

　その結果には本気で驚き、しばらく食事も喉を通らなかった。

　本当は美佳の口から理由を聞こうと思っていたが、彼女は非を認めるどころか、鉄を侮辱する。それだけは看過できなかった。

　だが、その告発は爆弾となって即時に破裂した。

「――そこまで調べたなら、わざわざこんな猿芝居する必要なんてなかったでしょ、嫌味ったらしい。はいはい、そうですよ。私が全部やりましたよ。いいわね、重役の彼氏さんなら弁護士も簡単に雇ってくれるんだろうね、あーほんとうらやましい！　訴えるならどうぞ、訴えて」

　アリカを睨みつける美佳の目には、憎々しげな色が浮かんでいて、初めて直面する悪意に、眩暈を感じた。

「私は、訴えるつもりはないよ。でも、なんで？　私、美佳のことずっと親友だと思ってたのに……私の勝手な思い込みだったの？」

「バカじゃないの、学生でもあるまいに、友達がー、親友がー、って。どんだけ頭おめでたいの。訴えればいいじゃん。そうやって優等生ぶってるとこ、昔からほんっとに大っ嫌いだった。いつもみんなの人気者で、私が好きになった男もみんなアリカにちやほやして。しかも、こっちは死ぬほど忙しい会社で必死に働いてるのに、あんたは家事代行なんて楽で時間も自由な会社で人生謳歌してて、クッソムカつく！」

　この勢いにはアリカもぽかんと目を丸くするばかりだった。だが、勢いがついたせいか、美佳の舌鋒は止まらない。

「おまけに、ようやくできた彼氏が大企業の重役で金持ちボンボン！　笑っちゃうよね、こっちは忙しすぎて彼氏と別れたばっかなのに、あんたは失職した途端、ハイスぺ彼氏？　バカバカしくてやってらんない」

「え、彼氏と……」

「別れたのよあの日！　あんたが男とよろしくやってたときに、こっちは地獄！　あんたと一緒にいると、惨めになるばっか。親友？　大学時代からこっち、あんたのことなんかずっと大嫌いだった！　こないだ、あんたの家に行ったとき、もっとビビらせてやればよかった！」

「……」

　あの夜、自宅のチャイムを乱打していたのは、美佳だったのだ。

「遠慮はいらないから訴えなさいよ。もうあんたと友達ごっこしなくてすむって思うと、清々するわ。ほんと、最低」

「――訴えないよ」

　美佳の背中に、アリカはやっとの思いで声をかけたが、彼女は返事をすることも立ち止まることもなく、まっすぐ店を出て行った。






　　　＊






「……最低って、それは自分のこと？」

　店を出て足早に立ち去ろうとした美佳は、店の外壁に寄りかかっていた男に言われて足を止めた。

　そこにいたのは背の高い青年で、顔に見覚えがあった。彼女が以前、ワインをかけてしまった相手で――アリカの恋人だ。

「友人同士のことに口を出すつもりはなかったけど、聞き捨てならなかった。最低なのはどちらなのか、自分ではわかってるはずだと思うけど。その場を言い逃れるために、相手を悪者にするやり口は軽蔑に値する」

「なんですか、いきなり。失礼じゃありません？」

「この際、失礼くらいかわいいものでしょう、犯罪に比べれば。鈴倉美佳さん、アリカさんがどんな気持ちであなたの行為を指摘したか、わからない？」

「はあ？　あなたには関係ないと思いますけど」

　上目遣いに鉄を睨み、美佳はその場から逃げようとする。

「残念ながら、今は無関係じゃないんだ。彼女のスマホを遠隔操作して、勤務先を把握していやがらせを続けて。おかげでアリカさんは仕事を失った。先日の自宅への嫌がらせもあなたの仕業か。自分が何をしたのか、わかってるのか？」

「…………」

「あなたは、アリカさんが自分を訴えたりしないと確信しているから、あんな開き直った真似ができた。彼女のお人好し加減につけこんでね。友人同士の付き合いの中での軋轢は、僕が口出しすることじゃないけど、少なくともあなたの行為は犯罪であり、どんな理由があったとしても正当化できるものじゃない。今後、アリカさんに不法行為を働いたら、全面的に僕が相手になる。それだけは覚えておいて」
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　彼女の剣幕で乱れた空気は、その退場と同時に収まったが、残されたのは重苦しさばかりだった。店内に人は多いはずなのに、自分の周囲だけ寒々しさに包まれているような気分だ。

　でも――。

「――アリカさん」

　鉄が隣に座り、アリカの頭に手を置いた。

　その目に涙はなかったが、周りに誰もいなかったら泣いていたかもしれない。

「……美佳は一流企業勤めだし、堅実で美人だし、うらやましいと思ってたくらいなのに。あんなふうに思われてたなんて、意外――」

　笑って見せたものの、ため息と一緒に涙がこぼれそうになって、アリカは目を何度も瞬かせた。

「本当に嫌いな相手だったら、卒業して何年も友達付き合いなんか続かないよ。俺としては、大事な彼女にあんな暴言を吐いたり、犯罪を仕掛けるようなのは、アリカさんの友達としては認めたくないけど。忙しすぎて自分に余裕がなくなってたんだろうね。これが働きづめ社会の弊害ってやつのひとつかな」

「鉄さんの会社だったら、こんなことにならなかった？」

「さあ。でも少なくとも、自分とアリカさんの忙しさを比較することはなかったとは思う。彼女、言ってたね、『こっちは死ぬほど忙しい会社で必死に働いてるのに、楽で時間も自由な会社で』って。多忙が祟って彼氏と別れた直後なら、なおさらアリカさんがうらやましく思えたんじゃないかな」

　美佳が残していったワインのグラスを揺らしながら、鉄は言う。

　契約社員で収入もままならない自分は、将来に不安しか抱いていなかったのに、大企業の正社員である美佳からはそう見えていたのだ。

「……何もうらやましくなんてないのに」

「生き方は人それぞれ。それを比べて相手のほうがいい時間を過ごしてる、恵まれているって思うのは健全ではないよね。その人にしかわからない辛さも苦労もあるんだから。気持ちはわからなくもないけど、俺はそうやって他人を妬みながら生きるのはイヤだから、自分のことに全力投球したいと思うよ。いつか彼女に余裕ができたとき、そう思える日がくることを願うばかりだな」

　かなり衝撃は大きかったが、鉄の落ち着き払った声を聞いていると、何も問題など発生していないと思えるから不思議だ。

「だけど、本当に訴えなくていいの？　謂れのない誹謗中傷をばらまかれて、仕事まで失ったんだよ」

「いいんです。口ではあんなこと言ってたけど、スマホが壊れて連絡がつかなかったとき、美佳は本当に心配してくれてたんだと思います。だって、あのチャイムの件があったのって、美佳とメッセージのやりとりをしてすぐ後だったんです。美佳の家、うちから遠いのに。ずっと私と連絡がつかなかったから、心配で様子を見に来てくれてる途中だったんじゃないかな……。でも、美佳が彼氏と別れたことも知らずに、私が『彼氏ができた』なんて言ったから、イラっとさせてしまったのかも……心配させてたのに」

「ほんとにこの子は――お人好しすぎるな！　まあ、そこが俺も好きなんだけど」

　鉄の手で頭をぐしゃぐしゃにかき回され、アリカは苦笑した。

「こんなイヤな場面に付き合わせて、今日は本当にごめんなさい。でも、鉄さんがすぐ傍にいてくれると思ったから美佳と話せた。でなければ、このままずっと疑念を持ったまま過ごさなくちゃいけなかったと思うから」

　先刻のアリカの視界には、美佳の強張った顔と、少し離れた席に座っていた鉄の背中が見えていたのだ。くじけそうになるたび、鉄の背中をみつめては気持ちを奮い立たせた。

「何度も口出ししそうになったけどね。アリカさんがそれを望んでいなかったから、堪えるのに必死だったよ」

「とても心強かったです。でもこれって、彼氏ができた途端、手のひら返してるってことになるのかな、って……」

　もう二度と友達付き合いができなくなるかもしれないのに、自分だけ恋人に慰めてもらっている。それがひどく後ろめたいことに思えて罪悪感に苛まれた。

「あんなの気にすることないさ。悪事が露呈してばつが悪くなったから、言いがかりをつけて自分を守ろうとしてただけだよ。彼女自身、友達との大事な時間を彼氏に呼ばれて捨てていったじゃないか。おかげで俺がアリカさんを捕まえられたわけだけど」

「私は、捨てられたとは思ってないけど……」

「ハラスメントと同じで、受け手の意識の問題だね。アリカさんは何とも思わなくても、同じことをされたら、彼女は手のひら返したと思うんだから。アリカさんが気に病むことはない」

　鉄の手がアリカの前髪をかきあげて額にキスをした。

「彼女のことと、俺たちが愛し合うことは同列じゃない。アリカさんは生真面目すぎるんだよ。男女の愛情と、女同士の友情は同時に成立し得るはずだよね。どちらかを選ぶ必要なんてないんだから」

　鉄が一生懸命なぐさめてくれるのがわかるから、そのやさしさに堪えていた涙がぽろっとこぼれた。

「そう、ですよね」

　鉄が立ち上がり、手を差し伸べてくれる。

「一度壊したものを、作りなおすことはできる。彼女がそれに気づくといいね。さあ、俺たちも帰ろうか。ちょっと冷えてきたし、俺はアリカさんと一緒にあったかくなりたいよ。もう本格的な冬だ」

「はい……ちょっとだけ待ってください」

　アリカはスマホを手にすると、美佳にメッセージを送った。

　――それでも、私は美佳のこと好きだよ。美佳の気持ちに気づけなくてごめん。

　そのメッセージに返事がくることはないだろうけど、たとえ独りよがりで美佳の迷惑になろうとも、アリカの本心だ。

　これが最後だとすればなおさら、伝えておきたかった。

　鉄と連れ立って店を出ると、夜の寒空には小雪がちらついていた。
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　マンションに帰りつくなり、玄関で鉄から濃厚なキスを受け、そのまま抱き上げられて寝室に連れ込まれた。

　ベッドに押し倒されて荒っぽく服を剥ぎ取られ、その間もずっと噛みつくような深いキスに翻弄される。

「ん、ん……っ」

　いつもの鉄は、やさしくアリカに声をかけながらゆっくり事に及ぶのだが、今日はずいぶんと強引だった。

　でも、触れる手やくちづけはいつもどおりにやさしい。

　アリカが沈んでしまわないよう、鉄は浮き輪を投げてくれたのだろう。

「鉄さん――大好き」

　キスの合間に囁き、アリカは彼の背中に腕を回してしっかりとついた筋肉に手を這わせた。ここにしがみついていれば、不思議と怖かったことも悲しかった事実も薄れていく。

「今日はがんばったね」

「鉄さんがいなかったら、私、どうなってたのかな……」

　美佳との関係が壊れたことは悲しかったが、現実問題として、あのまま彼女に監視され続けて、就職する先々でも同じ目に遭っていたらと思うとやりきれなかった。

　鉄はアリカの頬を手のひらで挟み、その額にキスをする。

「現実に俺はここにいる。そんな無意味な仮定はいらない。今は俺のことだけ見てて。全部、俺のせいにしていいから、泣かないで」

「……泣いてないですよ」

「俺には、泣いてるように見えるから」

　まだ胸の空虚は生々しかったが、それを忘れさせるようなやさしい愛撫を受けると、とびきりの幸福感に包まれるから、それを返そうとアリカも必死に彼の肌を愛撫するのだ。

　好きだよと何度も囁きながら、鉄はアリカの耳たぶや首筋を食み、鼻先で胸の合間を嗅ぐように押しつけてくる。

　それがくすぐったくて、アリカも負けじと鉄の鎖骨に舌を這わせて、指先で鉄の喉もとを愛撫した。

「は――っ、アリカ、ずいぶん、エッチになったね……」

「ち、違いますっ、鉄さんが、エッチなことするから……あぁっ」

　硬く立ち上がった乳首を舌でくるまれ、ぺろっと舐められると、その感覚がまるで下腹部に直結しているように、脚の間がじんわりと熱くなる。

　そのまま舌先で弄られながら吸われ、一方は指でやさしく愛撫されると、熱い秘所から蜜があふれた。

「ふ、あ……ぁんっ、やぁあ……っ」

　鉄の指が割れ目に伸び、彼を求めてこぼれる愛液をすくいながら花芯を撫でていくと、腰にびりびりと甘い痺れが走る。

　アリカは声にならない声を上げ、無意識に腰を揺らしていた。

「ここ、そんなに気持ちいいんだ？」

「う、ん……あっ」

　指先から小さな振動を送られると、アリカの身体はその何倍も震え、乳房までもが揺れてしまう。触れられた場所が熱くて、こぼれる蜜はまるで雪解けの水のようだ。

「アリカの恥ずかしがる顔、すごく好きだな。初心なのに色っぽくて」

「…………」

　鉄に好かれるのはうれしいけれど、過剰に褒められている気がして落ち着かない。いったい自分のどこがそんなに彼の気に入ったのだろう。

　でも、言葉にそれを求めるのもまた、野暮だということはわかっている。

　アリカもこの二週間、彼の傍で過ごしていくうちに、どんどん鉄のことを好きになっていって、ひとりきりで眠るなんて淋しいこと、よくこれまでやってきたなと思うほどだ。

　その想いを、言葉になんて直せるはずがない。鉄も同じように思ってくれていればいいと願わずにはいられなかった。

「ひ、ぁ……」

　彼の指が身体の中を探って、水音が高らかに鳴った。秘裂全体が蜜でぐずぐずに濡れそぼってしまうのは、まるで鉄を欲しがっている証のように思えるから、恥ずかしくて目を閉じた。

　だが。

　ふいに彼の身体の熱が離れていって、両膝を大きく開かれた。

　反射的に目を開けると、鉄の顔がアリカの秘所に近づいていく場面に遭遇する。

「ちょ……っと、待って!!」

　強引に膝を閉じて、鉄の下からじりじりと逃げ出した。

「俺のことしか考えられなくしてあげるから」

「も、もうすでに、鉄さんのことしか、考えてないです……っ！」

「それはうれしいけど、まだちょっと足りないかな。俺も、もっとアリカの全部を知りたいし」

「で、でも……決してきれいな所ではないので！」

「俺は気にしないけど。でもアリカが気にするなら」

　翻意してくれたのかとほっとするのも束の間、彼はアリカの身体をひょいっと抱き上げてベッドを下りた。

「きれいにしてからならいいんだよね。洗ってあげるよ」

「え……」

　こうして、自分が毎日せっせと磨いている浴室に連れ込まれ、身体中を洗われることになってしまったのだ。

「アリカさんの肌はきれいだな。すべすべで触り心地もいいし……」

　バスチェアに座った鉄の膝の上で、大きく脚を開かれて、さっき彼が口をつけようとしていた場所を、泡まみれの指にやさしく擦られている。

　長い黒髪は後ろでまとめ上げていて、そのせいで無防備になった首筋には、鉄の舌が遠慮なく這わされた。

「て、鉄さん――！　や、いや……」

　目の前の鏡には、鉄の指に蹂躙されて蜜をこぼす割れ目が映っている。

　彼の膝の上で身悶え、顔を赤くする自分の姿が否応なく目に飛び込んできて、恥ずかしさにいたたまれなくなる。しかも、指を動かされるたびに水音が浴室に反響して、さらに自分の淫らな声も響くのだ。

「ほら、暴れると滑るから危ないよ」

　やさしげな声で笑いながら、秘所の中で疼く蕾と、胸の先端の蕾を同時に責め立てる鉄を、アリカは鏡越しに睨みつけた。

　だが、すぐその手に与えられる快楽に酔わされ、頬を赤らめながら鉄の腕にしがみつくしかなくなる。

　自然と揺れてしまう腰には、彼の滾った欲が形になって当たっていた。

「ふあぁ……あ、んッ」

　指に押し広げられ、泡の下からピンク色の粘膜が覗いていて、アリカの身体からあふれる蜜と泡が混じり合って、ねっとりと糸を引いている。

「ほら、アリカさん、きれいになったよ」

　シャワーで泡まみれの割れ目の中を流され、鉄の指が花唇を押し広げる様が露骨に鏡に映った。

「や、鉄さん変態……っ！」

「だって、本当に愛しいんだよ、アリカの全部が。ほら、流してもすぐにぐちょぐちょだ。見てごらん」

　彼の指が花唇を撫でて開き、蜜のあふれる場所に忍び込む。すると愛欲の滲んだ肉襞に指先が呑み込まれていき、身体の内側をやさしく撫で擦りはじめた。

　必然のように、淫らな割れ目の中が透明な蜜で満たされていく。

「あぁ――っ、やあぁ……っ」

　鏡に映ったその光景から目を逸らしたいのに、視線は釘付けになってしまう。触れられる感覚だけではなく、視覚からも感じてしまい、アリカは半泣きになって頭を振った。

「ここ、すごく甘そうだから……」

　そう言いながら鉄は脱力した彼女の身体を抱き上げると、蓋をしたままの浴槽の縁に座らせ、自分はその前に跪いた。

「ね、アリカ」

　浴槽の上で立てた両膝を開かされ、鉄はアリカの腰を抱き寄せながら、熱い愛液をあふれさせる場所にとうとう口をつけた。

　熱くてやわらかな、明らかに指とは異なるものが、割れ目の中で硬くなっている粒を撫で、尖らせた舌先で揺さぶりをかけてくるのだ。

「――っ」

　息を呑んだ。目の前が真っ白になるような激しい快感が全身に流れ込み、身体が震えてしまう。

　そこを畳みかけるよう、鉄の舌が弱い場所を探しながらさまざまな愛撫を仕掛けてきた。

　突かれ、弾かれ、ねっとりと撫であげられ、唇で挟まれ、吸われる。

「ひ、ぁ……やぁ……」

　すすり泣きに似た短い悲鳴を上げ、自分の脚の間にある鉄の頭を両膝で挟み、その明るい髪色の頭にしがみつきながら、尋常ではない感覚に耐えた。

　鉄が秘部に顔を埋め、蜜を吸っている音が聞こえてくる。

　一瞬、そのありえない状況に気が遠くなりかけたが、ひときわ強く花蕾を吸われた瞬間、絶頂感が唐突にやってきた。

「やあっ、あ、あっ！　だめぇ――ッ」

　鉄に舐られた部分から、甘ったるく、腰を砕かれてしまいそうな愉悦が広がる。気がつけば鉄に手を握られていて、彼の繊細な指に指を絡めて、きつく握り返した。

「ぁ、ふ……」

　強い波が去ると、アリカの身体からくったりと力が抜け、そのまま鉄の胸の中に抱きしめられていた。

「かわいい――」

　額や頬にキスが降ってくる。いろいろ言いたいことはあったが、アリカの口からは荒い呼気がこぼれるばかりで、言葉にするには時間がかかりそうだ。

「ここで続きする？　それともベッドに戻ろうか？」

　耳元をくすぐるように囁かれ、アリカは真っ赤になって鉄の胸に縋りついた。

「――ベッドで」

　これ以上ここにいたら、どんな恥ずかしい思いをすることになるか……。

　濡れた身体を隅々まで拭われ、再びベッドに放り込まれると、座位をとった鉄に向かい合わせに抱きしめられた。彼の脚の上に跨った状態で。

　開いた脚の間に、彼の指が伸びる。

「ここはいくら拭いても濡れてきちゃうね」

「あぁ――んっ！　はぁっ……あ、あっ、鉄さん――鉄……っ」

　鉄の背中に腕を回して腰を揺さぶり、彼の手を受け入れる。シャワーで流したばかりの内腿には新しくあふれ出た愛液が伝って、ぬらぬらと濡れそぼっていた。

「中、入ってもいい？」

「……あぁ、ん」

　返事なんてできなかった。鉄の手も唇も、アリカをどこまでも快楽に追い詰める。

　買ってきたばかりのゴムをつけた鉄のたくましい熱塊が、下からアリカの中を突き破ってくるのを感じる。

「ふ、う……」

　自分の重みで鉄を根元まで呑み込んでしまうと、鉄の唇から漏れた熱い吐息が、アリカの耳朶をくすぐった。

「アリカの中、熱いね……」

　彼の表情にも余裕はなく、アリカを求めるように目許は熱っぽい。
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　膝裏を持ち上げられ、子宮を突くように何度も穿たれる。そのたびにアリカの中が彼の楔と絡み合い、蕩け合い、熱を帯びて彼を呑み込もうとする。

「っぁあああ……！　そこ、当たっ――やぁあっ、また、イっちゃう――あっ、あぁっ」

　頭の中が蜂蜜のように溶けてしまった気がする。

　肌越しに伝わる彼の熱と、その手で上り詰めていく快感に身も心も支配され、もう鉄のことしか頭になかった。

「アリカが締めつけるから……もっと苛めたくなる」

「はっ、あ、あぁ――鉄……っ」

　ビクビクと腰が震えて、子宮がきゅうっと収縮する。怒涛のように全身を流れる絶頂感に、頭の中は空っぽになった。

「好き――鉄さん、だいすき……！」

　唇が勝手に言葉を紡ぐと、それに刺激されたように、アリカの奥深くを貫く鉄の楔がドクドクと蠢いた。

　向かい合わせに抱き合ったまま、互いに言葉もなく相手の身体にしがみつく。

　やがて、大きく息をついた鉄が中から出て行くと、その広い胸に縋りついた。

　裸の背中に手を回され、愛撫される。アリカもまた、彼の背中に腕を巻きつけて、その唇に唇を押しつけた。

「アリカ――この先も、一緒に暮らそう。アリカが俺を好きでいてくれるなら、離れてる必要なんてないよね。傍にいて」

　この件が解決したら、自宅へ戻るつもりだったアリカを先制するように鉄は言う。

「でも……」

「俺に問題があるなら直すよ。なんでも言って？」

　弾かれたように鉄は背筋を伸ばすと、真剣にアリカをみつめる。

　あんまり彼が驚いた顔をするので、アリカは眉尻を下げて頭を振った。

「問題とか、そういうわけじゃないんです。私――鉄さんのこと好きになりすぎて、いつか終わりがくると思ったら……怖くなって。それに、こんなこと言ったら重たいし、嫌がられるかなって……」

　覚悟を決めて本音を打ち明けると、鉄は一呼吸おいてから肩の力を抜いた。

「俺もアリカが好きすぎて、この先も手放すつもりなんてこれっぽっちもないんだ。むしろ、一生を預けてくれる気があるなら、いつでも大歓迎――」

　深いくちづけにふさがれ、もつれあうようにふたたびベッドに沈んだ。

















最終話












「ねえ、見て見て鉄さん！　名刺、できたの！」

　アリカが鉄の家に転がり込んでからいくつか季節が過ぎたある日、彼女はできたての名刺を夫に見せて笑う。

「神城家事代行サービス代表・神城アリカ。へえ、手作りの名刺か、かわいいね」

「うん、簡単に作れるアプリを教えてもらったの」

「だけど、本当に大丈夫なの？　君が天下のお人好しだってことは知ってたつもりだけど……お人好しここに極まれりだね」

「大丈夫だよ。あ、来たみたい、紹介するね」

　来客を告げるメロディを受けてオートロックを解除すると、しばらくして自宅のチャイムが鳴った。アリカは客を家に上げる。

「鉄さん、彼女は学生時代からの友人の鈴倉美佳さん。会社を興すのに、いろいろ協力してくれたの。仕事の依頼とか予約もアプリでできるように開発してくれて。しばらくはふたりでできる範囲で、地道にやっていくね」

　果たして、神城家にやってきたのは、アリカの友人の鈴倉美佳だった。

　美佳と決別したあの夜以来、互いの親交は当然ぷっつりと途絶えた。アリカが送信したメッセージにもちろん返事はなく、そこで終わったまま季節だけが過ぎていった。

　そんな心残りを残したままではあったが、鉄からの熱烈な求婚を受け、初夏のいい日にふたりは結婚した。

　その結婚式に、来てはくれないだろうと思いながらも、アリカは美佳に招待状を送ったのだ。

　むろん、鉄は反対した。アリカが事を荒立てていないから無罪ですんでいるものの、実際に美佳のしでかしたことは犯罪だ。それに対して謝罪もなく、内心で鉄が立腹しているのはアリカも知っていた。

　でも、大学に入って初めて上京し、右も左もわからなかったアリカに声をかけ、たくさんのことを教えてくれたのは美佳だ。楽しかったことも、悲しかったことも一緒に経験し、積み重ねた日々は確かに存在したのだから。

　それが嘘だったなんて、思いたくなかった。

　鉄にはお人好しと苦笑されたが、そうではなく、そんな大切なものを自ら捨てる決断ができなかっただけなのだ。

　鉄はいい顔をしなかったが、これが最後だと頼み込んだ。この招待状が最後。

　美佳から音沙汰がなければ、きっぱり自分の気持ちに片をつけると約束したのだ。

　結局、美佳は結婚式には来てくれなかったが……。

「ご無沙汰してます――っていうか、ちゃんとご挨拶するのは初めてですね、神城さん。その節はどうも」

　美佳はアリカの夫の顔を見上げ、その表情を窺う。

「会社辞めたんだって？」

「はい、色々煮詰まってたので、あの後ですぐに。でも、時間と心に余裕ができたら、アリカに本当に悪いことしたなって……。結婚式に呼んでもらったときは、もう合わせる顔なんてないと思ってたけど、私、やっぱりアリカが好きで……勝手かもしれないけど、償いたいんです。神城さんにも謝罪します。本当にごめんなさい」

「あなたが心からそう思っているなら――ふたりの間のことに口を出すつもりはないよ。ただね、くれぐれもうちの奥さんに悪さしないように。俺の中では、あなたはかなりの札付きだから」

「わかってます。神城さん、本気で怒るとかなり怖いの知ってますから」

　あの小雪の舞う夜、鉄が彼女を牽制したときのことを言っているのだが、アリカはふたりの間に会話があったことを知らない。

「え、鉄さんが怖いの？　なんで？」

「そう、アリカが絡むと目の色変わるんですよねー、神城さん」

　からかうように笑う美佳に、鉄はあくまでも表情を変えることはない。

「それは当然です。アリカは俺のいちばん大事な人だから」

　当のアリカはすっかり慣れてしまったが、鉄のあまりにストレートな物言いに、からかったはずの美佳のほうが目を丸くする始末だ。






　夫と親友のそんなやりとりを眺めながら、アリカは目を細める。

　大好きなものがたくさん傍にある。

　この一瞬の幸せが一分でも一秒でも長く続くことを願って、そっとふたりの手を握った。
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